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東金山武エリアのお役立ち情報誌「ときめき」。この１冊を手にあなたは街へ！

ご自由にお持ち帰りください

散
歩
道
　
歴
史
を
彩
っ
た 

多
田
屋 

能
勢
家【
上
】



書
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
旗
本
「
河

野
・
三
田
・
大
橋
・
形
原
（
松
平
）」

の
支
配
し
た
四
給
の
地
、
台
方
（
弥

勒
・
大
作
・
花
輪
・
羽
黒
）
地
区
で

あ
る
。
断
定
は
で
き
な
い
か
も
し
れ

な
い
が
、
板
倉
家
が
収
穫
、
献
上
し

た
「
東
金
蜜
柑
柑
子
」
の
樹
の
場
所

は
恐
ら
く
こ
の
御
樹
木
畑
で
あ
っ
た

の
で
は
と
推
測
で
き
よ
う
。

　
つ
ぎ
に
白
羽
蜜
柑
柑
子
と
関
係
が

あ
る
白
羽
（
シ
ロ
ワ
）
神
社
に
つ
い

て
『
静
岡
県
柑
橘
史
』
及
び
『
静
岡

縣
資
料
　
第
四
輯
』
を
参
考
に
す
る

と
、
こ
の
神
社
は
地
方
の
単
な
る
神

社
で
は
な
く
、
徳
川
家
康
以
来
、
歴

代
の
将
軍
家
に
崇
拝
さ
れ
、
と
く
に

四
代
家
綱
以
降
は
各
将
軍
い
ず
れ
も

十
一
日
付
け
（
八
幡
大
菩
薩
の
日
）

に
て
神
事
が
執
り
行
わ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
新
た
に
将
軍
家

が
こ
の
白
羽
柑
子
を
接
木
す
る
目
的

の
た
め
に
、
そ
の
穂
木
を
白
羽
神
社

へ
所
望
、
あ
る
い
は
白
羽
神
社
側
で

も
御
神
木
か
ら
収
穫
し
た
白
羽
柑
子

を
宮
司
・
神
官
の
名
前
で
幕
末
ま
で

幕
府
に
献
上
し
た
と
い
う
古
文
書
の

存
在
は
、
世
に
白
羽
柑
子
の
名
を
高

め
た
証
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
「
東
金
蜜
柑
柑
子
」
の

名
は
将
軍
家
・
幕
府
方
の
指
示
か
、

　
外
観
、
品
質
、
味
覚
に
秀
で
た
由

緒
あ
る
献
上
品
「
東
金
蜜
柑
柑
子
」

は
、
明
ら
か
に
東
金
の
地
域
内
で
育

成
、
管
理
、
収
穫
さ
れ
た
と
判
断
で

き
る
が
、
そ
れ
で
は
こ
の
蜜
柑
の
樹

は
東
金
の
何
処
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
考
え
て
み
よ
う
。

　『
東
金
町
史
』（
一
九
三
八
年
）
に

は
御
殿
地
内
の
火
（
ヒ
）
正
神
社
側

と
記
さ
れ
て
い
る
。
火
正
神
社
は
御

殿
跡
地
か
ら
東
方
す
ぐ
近
く
に
在

り
、
創
建
は
板
倉
家
四
代
重
（
寛
）

知
時
代
の
元
禄
一
一
年（
一
六
九
八
）

戊
寅
一
月
二
八
日
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
現
地
で
あ
る
東
金
御
殿

跡
地
に
立
ち
、
そ
の
火
正
神
社
側
を

見
渡
し
て
み
る
と
、
す
ぐ
眼
の
前
は

岩
盤
が
高
く
立
ち
は
だ
か
り
、
と
て

も
実
の
成
る
樹
を
植
え
る
に
は
最
適

な
場
所
で
あ
る
と
は
思
え
な
い
。
ま

た
、
以
前
確
認
し
た
『
東
金
古
城
址

及
御
殿
跡
之
図
』
に
描
か
れ
て
い
る

裏
門
付
近
、
あ
る
い
は
弁
才
天
を
拝

す
る
御
殿
前
池
（
現 

八
鶴
湖
）
側

と
し
て
も
人
・
馬
の
出
入
り
、
建
物

の
配
置
関
係
か
ら
同
様
に
無
理
が
あ

る
。
た
だ
、
そ
の
場
所
は
狭
い
馬
蹄

形
状
の
御
殿
敷
地
内
に
あ
っ
た
こ
と

は
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
た
め
前
述
の

『
東
金
古
城
址
及
御
殿
跡
之
図
』、『
東

金
御
殿
絵
図
』（
元
禄
四
年
写
）、『
台

方
村
絵
図
』（
元
禄
七
年
）
を
比
較

し
て
み
た
。
す
る
と
三
枚
の
御
殿
絵

図
に
共
通
し
た
南
側
奥
に
同
方
向
に

筆
書
き
さ
れ
て
い
る
【
御
樹
木
畠
】

の
四
文
字
に
注
目
し
た
。
こ
の
御
樹

木
畠
は
三
枚
の
絵
図
と
も
に
同
じ
場

所
に
あ
り
、
他
の
場
所
に
は
描
か
れ

て
い
な
い
。
ま
た
両
手
で
抱
え
込
む

よ
う
に
自
然
林
が
取
り
囲
む
中
、
蜜

柑
柑
子
の
樹
が
数
本
あ
っ
た
と
し
て

も
そ
の
場
所
を
畠
と
は
言
わ
な
い
で

あ
ろ
う
。
畠
で
あ
れ
ば
、
樹
の
た
め

に
必
要
な
肥
料
、
結
実
の
た
め
枝
の

剪
定
、
鳥
・
病
害
虫
へ
の
対
応
等
、

絶
え
ず
人
の
手
を
入
れ
な
け
れ
ば
と

て
も
献
上
品
に
価
す
る
よ
う
な
蜜
柑

柑
子
は
収
穫
す
ら
困
難
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
絵
図
上
で
あ
る
が
こ
の
御

樹
木
畑
を
緩
や
か
に
登
り
、
嶺
を
越

す
と
山
の
南
側
中
腹
に
は
『
武
蔵

野
』
に
あ
る
よ
う
に
「
祭
礼
・
神
楽

の
興
行
願
、
立
木
伐
採
許
可
願
、
家

作
の
新
築
増
改
築
、
屋
根
葺
替
届
、

水
車
設
置
許
可
願
、
役
人
交
代
の
報

告
」
等
を
諸
々
検
察
す
る
権
限
を
有

し
た
「
御
鳥
見
頭
・
御
陣
屋
」
が
二
ヶ

所
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
御
殿
を

南
方
か
ら
警
護
・
防
御
す
る
位
置

と
な
る
こ
の
一
帯
は
、『
前
嶋
家
文

そ
れ
と
も
板
倉
家
が
命
名
し

た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
将

軍
家
に
貢
物
と
し
て
献
上
す

る
際
、由
緒
書
を
し
た
た
め
、

受
理
、
記
帳
さ
れ
た
は
ず
で

あ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
と
き
献
上

品
を
受
け
る
側
の
歴
代
将
軍
家
が

「
東
金
蜜
柑
柑
子
」
の
「
東
金
」
に

対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
認
識
を
し
て

い
た
の
か
興
味
を
惹
く
が
、
や
は
り

徳
川
家
康
が
残
し
た
歴
史
的
事
実
で

あ
ろ
う
。

　
最
後
に
東
金
に
伝
承
さ
れ
て
い
る

「
家
康
公
お
手
植
え
の
蜜
柑
柑
子
」

は
シ
ラ
ワ
・
シ
ラ
ハ
・
シ
ロ
ハ
・
シ

ロ
ワ
と
称
さ
れ
る
蜜
柑
で
あ
る
、
と

い
う
以
外
は
ほ
と
ん
ど
不
明
で
あ
っ

た
が
、
時
間
を
か
け
諸
々
関
係
資
料

を
調
査
し
て
み
る
と
、
今
日
ま
で
目

に
す
る
事
の
な
か
っ
た
「
東
金
蜜
柑

柑
子
」
の
名
前
の
発
見
、
蜜
柑
名
の

語
源
と
な
っ
た
白
羽
神
社
の
謂
れ
、

そ
し
て
蜜
柑
を
植
樹
す
る
際
は
種
で

な
く
実
は
、
接
木
の
た
め
白
羽
神
社

内
の
御
神
木
か
ら
献
納
さ
れ
た
で
あ

ろ
う
穂
木
で
あ
っ
た
と
い
う
事
を
知

る
。
そ
し
て
東
金
蜜
柑
柑
子
を
献
上

す
る
に
あ
た
り
、
大
変
な
労
力
を
費

や
し
た
福
島
藩
・
板
倉
家
の
努
力
は
、

結
果
的
に
は
将
軍
家
・
大
名
家
を
通

ば
な
史
徳
川
家
康
公
お
手
植
え
の
蜜み

柑か
ん

　
㈢

と
う
が
ね
歴
史

じ
て
日
本
各
地
へ
東
金
の
地
名
を
知

ら
し
め
た
よ
う
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
内
密
に
行
わ
れ
た
で
あ

ろ
う
蜜
柑
柑
子
の
植
樹
に
つ
い
て

は
、
徳
川
家
康
の
近
習
出
頭
人
で

あ
っ
た
板
倉
重
昌
（
福
島
藩
・
板
倉

家
・
初
代
）
が
残
し
た
東
金
内
で
の

一
つ
の
逸
話
と
し
て
、
代
々
板
倉
家

に
語
り
継
が
れ
て
い
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。そ
れ
故
、知
行
地
と
な
っ

た
東
金
の
名
を
誇
ら
し
げ
に
蜜
柑
柑

子
の
前
に
付
け
、
家
康
公
ゆ
か
り
の

「
東
金
蜜
柑
柑
子
」
と
し
て
徳
川
家

歴
代
の
将
軍
に
貢
物
品
と
し
て
献
上

し
た
、と
解
釈
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
で
脱
稿
す
る
が
、
今
後
多
く

の
人
々
の
更
な
る
研
究
に
よ
り
、
不

明
の
部
分
が
解
明
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
。（

飯
高
和
夫
、
青
木
幸
一
）

「
東
金
古
城
之
図
」（
國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
）

本誌に掲載した情報等は9月上旬時点のものです。主催者等の事情により内容等が変更になることもございますのでご承知おきください。
今回は、秋から冬にかけて行われる産業祭等のイベントを多めにピックアップしてみました。
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『ときめき』はここに置いてあります（順不同）

市内
市役所
図書館
各市立公民館
東金文化会館
東金アリーナ
トレーニングセンター
東金青年の家
金融機関・JA各支所
郵便局
JR東金駅
千葉県農業大学校
東金高校
東金商業高校
千葉学芸高校
おかしのたいよう
ママカフェ
ブーランジェール
リトルチャイナ豊

ポラーノ広場
千葉県木材市場協同組合
サンピア
小川屋味噌店（バイパス）
鍋店酒店
西川園
湖月堂
カルチャープラザ涼風
U-BOX
ときがね幼稚園
福屋書店
川嶋商店
県立東金病院
中央クリニック
東葉クリニック
浅井病院
日吉台クリニック
岸本医院
原医院
西田医院

市外
●山武市
FPプロジェクトチーム
さんぶの森図書館＆文化ホール
ファミリーロッジ旅籠屋九十九里店
松尾IT保健福祉センター（図書館）
寒菊銘醸
オライはすぬま
守屋酒造
成東総合運動公園
山武市歴史民俗資料館
成東文化会館のぎくプラザ
JR成東駅
成東観光案内所
さんむ医療センター
丸正木材工業
●九十九里町
中央公民館
寿和楽工房

古志川
東京庵
ルバーブ
八鶴亭
セーブオン北幸谷店
㈲みや川
松半
カスミ東金押堀店
GS小野ゼネラル
シャトレーゼ
サイゼリア
デニーズ
夢庵
ガスト
ココス
ジョナサン
住センター21（家徳）
桜田工務店
パティオ（にしきの園）
しいの木

田波整形外科医院
岩佐産婦人科
山本整骨院
山田歯科
大木歯科
木村歯科
東城歯科医院
村井歯科
レイクサイド歯科
東千葉CC
新千葉CC
エストーレホテル
城西国際大学
ショップカリヨン
地域生活センターゆりの木
パラメディカル
東金印刷
玉子屋
角栄ホームズ
東金青果市場

つくも学遊館
サンライズ九十九里
望月定子美術館
●大網白里市
アートギャラリー古屋敷
中部コミュニティセンター
中央公民館
菊屋本店
JR大網駅
季美の森GC
アートエディター
セレモニーホール大網
まちづくりサポートセンター
●八街市
中央公民館
●芝山町
芝山古墳・はにわ博物館
航空科学博物館

好評連載

2 とうがね歴史ばな史

11 散歩道「歴史を彩った
　　　　　　　多田屋 能勢家（上）」　

16 リーフノベル 「ピラニア」 高安義郎

17 ポエムの窓 「風の子」高安ミツ子

19 子どもの本箱 第46 回 

おたのしみページ

18 千葉県立東金青年の家 主催事業
第 60 回 東金市民体育祭

20 ごいっしょしませんか 〜サークル情報〜

22 読者のひろば ほか

23 あづみの探検隊

24 読者プレゼント
表紙クラフト／関崎紀子

表紙

「第60回東金市民体育祭」
平成25年10月13日（日）に東金市民
体育祭が東金アリーナにて開催されま
す。8地区に分かれての競技では、ど
の地区の選手も多くの応援の中、一生
懸命に力を出してがんばります。
オープン競技もありますので、みなさ
んも参加してみませんか？

※�記載もれがありましたらご連絡ください。
連絡先 TEL 0475-50-1187  FAX 0475-50-1294

4 東金文化会館イベント情報
ベスト タンゴ !　Best TANGO、第 48 回山武郡市吹奏楽
祭、ZERO Concert Tour うたいびと 2013、第 8 回明治
大学マンドリン倶楽部 東金チャリティーコンサート　etc…

6 山武市文化会館イベント情報
体験型音楽祭「山のおんぶ」、第 51 回山武市菊花展、第 15
回アンサンブルジョイントコンサート、小曽根真ジャズコン
サート、映画「最後の忠臣蔵」、サロンコンサート　etc…

8 イベント＆タウン情報
東金アリーナ事業案内、東金市産業祭、東金市文化展・文
化芸能大会、子ども科学館　etc…

15 城西国際大学ニュースレター
城西国際大学コミュニティカレッジ、水田美術館
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東金山武エリアのお役立ち情報誌

ときめきは、インターネット東金市ホームページで公開しています。
http://www.city.togane.chiba.jp/ka/syogai/
※�本誌掲載情報は9月上旬時点のものです。主催者等の事情により内容
が変更になる場合があります

東金文化会館イベント
P04

散歩道　多田屋 能勢家
P11

子どもの本箱
P19

鷹の模擬フライト実演　090-8894-4528（山内）
東金鷹狩り実行委員会　http://www.toganekanko.jp/event-information/event_1020taka/
諏訪流鷹匠の放鷹術と鷹狩り行列。同日、秋の東金御成街道ウォーキング（おあし坂～八鶴湖）も実施（要事前申込、先着100名、有料）
10月20日（日）午後2時30分～　谷児童公園（雨天時は東金市中央公民館）参加費400円（ウォーキング参加者は無料）3

syogai
線



お問い合わせは ☎0475-55-6211  http://www.tobunspo.or.jp

東金文化会館
イベント情報

①�QRコード読取り機能のある携帯電話をお持ちの方は、左のQRコードを読取ってください。
②�メール送信画面となりますので、そのままメールを送信してください
③�メルマガ登録用メールが届きますので、必要事項を入力して送信してください。→登録完了です。

※年会費・登録料無料（通信料のみお客様負担）
※�携帯電話メールアドレスをお持ちの方のみ
登録できます。

～東金文化会館チケット発売情報など
をいち早くお届けします。～

携帯メルマガ配信中！
簡単
登録

下記アドレスに空メール〔題名（件名）、
本文を何も入力しない〕を送って下さい。
merumaga-toganebunka@mhai.Jp

千葉県ゆかりの作
家の作品、国内外
の優れた美術作品
の収集を図ってき
た千葉県立美術館
の移動展。
浅井忠「藁屋根」、
梅原龍三郎「純子
像」、関主税「韻」、
高村光太郎「手」、

10/13
日

10/20
日

11/10
日

10/19
土

11/7
木

全席指定　前売 2,000円／当日2,500円
チケットプレイガイドＡ
未就学児無料

（未就学児でも席が必要な場合は有料）
好評発売中

17:30開演　小ホール

10：20開演　大ホール

■ギャラリートーク　10月13日（日）
　①11：00 ～／②13：30 ～
■ワークショップ「カンバッジを作ろう！」　　
　10月12日（土）13：00 ～15：00
参加費　100円　定員50名（当日先着順）
休館日　10月7日（月）、16日（水）、21日（月）

9：00 ～17：00　展示室

12：30開演　大ホール10:00開演　大ホール

全席指定　 4,500円
チケットプレイガイドＡ
好評発売中

15:00開演　小ホール

第２９回
つくも合唱祭

第48回
山武郡市吹奏楽祭

共催事業
ベスト タンゴ！ Ｂｅｓｔ ＴＡＮＧＯ
カルロス・ルルフィ楽団

家康公来訪４００年記念イベント
東金市小・中学校音楽発表会
〜ひびけ!!きらめけ!!東金っこハーモニー〜

共催事業　第8回
かのんぷ♪すまいるコンサート
～未来へ残すメッセージ～

第３７回
千葉県移動美術館
あなたの街に美術館がやってくる！

中村大介と中村里衣による夫婦アコース
ティックデュオ「かのんぷ♪」今回も、素敵
なゲストを迎えておおくりします。ピアノ
とウクレレの音色に乗せて・・・毎日に「感
謝」の気持ちを込め！！是非ご家族でお越
し下さい。絆・暖かさを、お届けします。

東金市内の小学校及び中学校全13校が集
い、家康公来訪400年、文化のみやこ「とう
がね祭り」の一環として実施。
市内各学校の代表生徒の力強い演奏と東金
史跡等の映像を紹介。
みんなで東金の良さを再認識しよう！
後半には、プロ声楽家によるゲスト演奏を
行い記憶に残る楽しい一日とします。

藤田喬平「飾筥・湖上の花」、浅見喜舟「心田
灑掃浄無塵」、深沢幸雄「掌の中の影」など著
名作26点が出品されます。芸術の秋、この
機会にぜひ美術鑑賞を、お楽しみください。

恒例のつくも合唱祭。今年も山武郡市をは
じめとする周辺市町の合唱団26団体が出場
します。
今回も、会場の皆さんと一緒に合唱曲を歌
うコーナーや、出演団員による合同合唱の
フィナーレがあります。
コーラスグループの爽やかな歌声をお楽し
みください！

「山武郡市吹奏楽祭」は、中学校から一般ま
での幅広い年齢層の団体が出演する年に一
度の吹奏楽の祭典です。
吹奏楽コンクール出場校や出場団体が多数
出演します。迫力あるハイレベルな演奏を
是非どうぞ！

★出演団体（予定）★　　
朝日ヶ丘混声合唱団 ／ Voci d'Angeli （ヴォーチ・ダンジェリ） ／ 
ヴォーチェ・フェンミナ ／ ヴォーチェ・フローラ ／ エスペランス ／ 
大網コーロ・ベルマーレ ／ おおあみ女声合唱団 ／ 大里合唱団 ／ 
キャロルコーラス ／ 九十九里コーラス「愛」 ／ Chor　Wind（コー
ル　ヴィント） ／ コーラス ダルセーニョ ／ コールひまわり ／ コー
ロ・カンターレ ／ コーロ・マスキーレ ／ 混声「つくもwing 」／ sibly
（シビリィ）／そよかぜ ／ たんぽぽ ／ つるえコーラス ／ 東金混声
合唱団 ／ 東金女声コーラス ／ なるなみコーラス ／ 陽満里混声合
唱団 ／ ポップコーラス ／ 八街女声コーラス （順不同）

 ★主な出演校及び団体（予定）★　　
東金市立東金中学校、東中学校、西中学校、北中学校／大網白里市
立大網中学校、増穂中学校、白里中学校／九十九里町立九十九里中
学校／山武市立成東東中学校、山武中学校、山武南中学校、松尾中
学校／横芝光町立光中学校、横芝中学校／千葉県立東金高等学校、
東金商業高等学校、九十九里高等学校、成東高等学校、松尾高等学
校／千葉学芸高等学校、城西国際大学・学友会吹奏楽団／東金吹奏楽
団、Ensemble Wizard（順不同）

ダイナミックな演奏、ロマンティックな歌
声、華麗なダンスが、一体となって織りな
すコンサート。アルゼンチンタンゴの醍醐味
を余すところなく満喫させてくれます。

＜予定プログラム＞
ラ・クンパルシータ／リベルタンゴ／エル・
チョクロ　他

入場
無料

10/5
土
〜27
日

◎10:20〜 映像投影と開会式
◎11:00〜 生徒による音楽発表会
◎14:10〜 ゲストによる特別演奏

小髙深雪（ソプラノ）

松下倫士（ピアノ）

山田亜寿香（アルト）

司会　土屋紀元

黄木透（テノール） 山本悠尋（バス）

一般のご来場者の席に限りがありま
すので、ご来場前に東金文化会館ま
でお問合せ願います。

入場
無料

入場
無料

入場
無料

大網白里市産業文化祭　0475-70-0345　大網白里市産業振興課　http://www.city.oamishirasato.lg.jp/
産業の部は、大網白里市運動広場で実施。10月19日(土)午前9時30分～午後3時

文化の部は、11月2日（土）・3日（日）9日（土）・10日（日）　詳細は同市生涯学習課　70-0380 4



東金文化会館プレイガイド ※公演によってプレイガイドは異なります。アルファベットにて参照してください　
※プレイガイドによって購入方法が異なりますのでご注意ください

Ａ 東金文化会館 ☎ 0475-55-6211
Ｂ サンピア総合案内所 ☎ 0475-54-3511
Ｃ 多田屋サンピア店 1F ☎ 0475-52-6661
Ｄ 福屋書店 ☎ 0475-54-1730
Ｅ 成東文化会館のぎくプラザ ☎ 0475-82-5222
Ｆ さんぶの森文化ホール ☎ 0475-80-9700
Ｇ 大網白里アミリィ 1F 吉井クリーニング ☎ 0475-73-2111
Ｈ 晶光堂茂原アスモ店 ☎ 0475-23-8585

Ｉ 丸越楽器サビア横芝店 ☎ 0479-82-6326
Ｊ 街波通信社
Ｋ ローソンチケット  ☎ 0570-084-003
Ｌ ローソンチケット（電話予約） ☎ 0570-000-407
Ｍ イープラス http://eplus.jp/
Ｎ 電子チケットぴあ ☎ 0570-02-9999
Ｏ CN プレイガイド ☎ 0570-08-9999

12/8
日

11/15
金

1/26
日

全席指定　 3,000円
チケットプレイガイドA ～J
未就学のお子様の入場はご遠慮願います。
11月3日（日）より発売開始
※65才以上の方は500円引き（東金文化会館窓口
のみ1/16まで）

18:30開演　大ホール
全席自由　一般 2,000円／ 高校生以下 1,000円
チケットプレイガイドＡ～Ｉ
未就学のお子様の入場はご遠慮願います。
好評発売中

16:00開演　大ホール
全席指定　 5,500円
チケットプレイガイドＡ、K ～O
未就学のお子様の入場はご遠慮願います。
好評発売中

18:30開演　大ホール

14:00開演　大ホール

参加団体大募集！

共催事業
ＺＥＲＯ Ｃｏｎｃｅｒｔ Ｔｏｕｒ
うたいびと ２０１３

新春東金寄席　
三遊亭小遊三、
春風亭小朝、柳家紫文

共催事業　
第8回  明治大学マンドリン倶楽部
東金チャリティーコンサート

市民参加イベント
アンサンブルフェスティバル ｉｎ 東金
アンサンブルならオールＯＫ！ 気のあう仲間と東金
文化会館の大ホールで演奏してみませんか？

人気番組「笑点」でお馴染み
の三遊亭小遊三、何かと注
目を集める「横丁の若様」春
風亭小朝、三味線漫談家の
柳家紫文が登場。新春の初
笑い、今年もまた、皆様の
笑いが福を呼ぶ！！

創部91年の歴史を持ち、古賀政男など多く
の音楽家を輩出した明治大学マンドリン倶
楽部。今回ゲストに地元東金市立東金中学
校合唱団を迎えてお届けします。懐かしく
も新しい魅惑のハーモニーをどうぞお楽し
みください。

【講師】中峰秀雄
■参加対象
高校生以上（原則、東金市在住・在学・在勤の方）
で、クラシックギター（ナイロン弦・ネック幅
の広いギター）をお持ちの方
■参加費
20,000円（月5,000円×4回分）　　　　　　
※受講料・テキスト代含む
■申込方法
10月5日（土）午前9時より受付開始（先着5名、
定員になり次第締切）お電話または会館窓口へ
直接お申込みください。
※電話受付の場合は、募集要項をご確認のう
え、受付後に参加申込用紙を提出してくださ
い。

【講師】栗田智雄
■参加対象
小学４年生以上（原則、東金市在住・在学・在勤
の方）で、リコーダーをお持ちの方
※ソプラノ（初心者対象）、アルト（中級者対象）
■参加費
2,000円（全９回分）
※受講料・テキスト代含む
■申込方法
10月5日(土)午前9時より受付開始(先着20名、
定員になり次第締切)お電話または会館窓口へ
直接お申込みください。
※電話受付の場合は、募集要項をご確認のう
え、受付後に参加申込用紙を提出してくださ
い。

平成25年12月4日（水）～平成26年3月26日
（水）　19:10 ～20:40　（全12回）

平成26年1月18日（土）～平成26年3月22日
（土）　13:30 ～15:00　（全9回）

ドラマ「美しき日々」の主題歌「約束」を歌い、
実力派韓流ヴォーカリストとして、絶大な
人気を誇るＺＥＲＯのコンサート。
コンサートでは韓流テレビ・ドラマの主題歌
はもちろん、日本のアーティストの曲もカ
バーします。ZEROの優しい人柄と熱い想
いと甘い歌声が、お客様を温かく包み込ん
でくれるコンサートです。

■ジャンル
弦楽器、管楽器、打楽器、声楽で構成する
アンサンブルグループ（3～15名）※電子楽
器は除き、マイク・PAも使用しません。※
ピアノ可（使用ピアノ:ベーゼンドルファー／
ピッチ442Hz）
■参加資格
①開催前の打ち合わせが可能な方（10月26
日㊏予定）②開催告知チラシの配布・集客に
ご協力いただける方。
■申込方法
10月6日（日）午前９時より受付開始（先着
20組、定員になり次第締切）お電話または
会館窓口へ直接お申込みください。
※電話受付の場合は、募集要項をご確認の
うえ、受付後に参加申込用紙を提出してく
ださい。
■お問合せ
東金文化会館アンサンブル フェスティバル
係☎0475-55-6211■お問合せ　東金文化会館体験事業「音楽の宝箱」係　　☎0475-55-6211

入 場 無 料
参加費無料

2014年

平成25年度　東金文化会館体験事業

ギター教室「禁じられた遊び」にチャレンジ 楽しくリコーダー教室
音楽の宝箱　その① 音楽の宝箱　その②

プレゼント2 プレゼント1
1/17
金

2014年

http://www.machi-nami.com/ticket/

平成25年度山武市産業まつり　0475-80-1211　山武市農商工・観光課　http://www.city.sammu.lg.jp/
市内の農林水産業を中心とした物産品を紹介する。各種団体によるPRイベントも行われる。
11月23日（土）　午前10時～午後2時　さんぶの森交流センターあららぎ館前広場5



お問い合わせは 成東文化会館☎0475-82-5222　さんぶの森文化ホール☎0475-80-9700
山武市文化会館

イベント情報

11/9
土

11/10
日

ただいま、山武市文化会館ではメール会員を募集しています。文化会館のチケット情報や、催物案内。ホットな話題をお届けします。
年会費・登録料無料（通信料はお客様負担となります。）名前、住所、メール配信希望を明記のうえ、メールにてお申し込みください。
メールアドレス　n-bunka@city.sammu.lg.jp

メール会員募集中

会場…成東文化会館のぎくプラザホール
入場料…無料（全席自由）

14:00開演　13:30開場
会場…さんぶの森文化ホール
入場料…無料（全席自由）

12:00開演　11:30開場

会場…さんぶの森公園（雨天の場合はさんぶの
森文化ホール　ほか）
[前夜祭]　10月19日（土）　14：00 ～18：00
さんぶに火をともせ！

（おんぶ式ムシオクリ実施）
[体験型音楽祭]　10月20日（日）　10：00 ～
19：30

会場…成東文化会館のぎくプラザホール
日時…2013年11月2日（土）　13:00 ～17:00
　　　機材セッティング
　　　2013年11月3日（日）　 9:00 ～17:00
　　　音響機器操作
参加費…無料
申込・お問合せ…山武市さんぶの森文化ホール
☎0475-80-9700　（定員に達し次第締切）

開催時間は下記参照開催時間は下記参照

体験型音楽祭
山のおんぶ

音響ワークショップ
参加者募集

第15回
アンサンブルジョイントコンサート

アマチュアバンドコンサート
in さんぶの森

今年も公募で集まった地域の皆さんによる
コンサートを開催します。
学生から大人、クラシック・ポピュラー・邦
楽と年齢・ジャンルを超えた他に類をみない
アンサンブルの祭典を開催します。
※出場者募集（有料）興味のある方は、千葉
ミュージックシーンまでお問合せください。
（;090-3691-8896土屋）

公募で集ったアマチュアバンドがさんぶの
森文化ホールに集結！
熱いライブをくりひろげます。ご観覧お待ち
しております。

2日間さんぶの森公園全体が、音、色彩、
笑顔で満たされます。
手づくりギフトや雑貨、フードなどのマー
ケットと地元からプロのステージ、様々な
ワークショップをご用意してお待ちしてお
ります。

昨年度さんぶの森文化ホールで開催した音
響ワークショップの第２弾。
今回は成東文化会館で開催の「山武市芸術
文化祭芸能発表会（成東地区）」に、前日の機
材セッティングから、当日の音響機器操作
までを体験していただきます。

10/11
金

会場…成東文化会館　2階　視聴覚室
19:00〜

のぎく名画座　第3回上映会
エデンの東

週末の夜、なつかしの名画を楽しみません
か。1955年アメリカで製作。
主演:ジェームズ・ディーン
創世記のカインとアベルの物語をモチーフ
に、2家族の歴史を描いた作品。
企画:シネフィルのぎく
※次回の予定　12月13日（金）「晩春」
（1949年日本）

入場
無料

入場
無料入場

無料

会場…成東文化会館のぎくプラザ前広場
９：00 ～16：00

第51回
山武市菊花展

大輪菊の大鉢3本仕立てが200鉢、丈を低
く仕立てた3本のだるま・1本の福助の他、
木付仕立て、懸崖などを展示します。また、
「小布施巴錦保存会」から寄贈いただいた花
弁の内側が深紅、外側が黄金の「北斎巴錦」
を展示します。
●�毎日先着100名様　菊のポット苗プレゼ
ント
●だるま、福助、小菊などの小鉢を即売。
●�相談コーナーでは、菊作りの疑問に答え
易しい菊作りを応援します。

入場
無料入場

無料
入場
無料

11/3
日

9〜
土

10/19
土

20・
日

11/2
土

3・
日

横芝光町文化祭　0479－84－1358　横芝光町文化課　http://www.town.yokoshibahikari.chiba.jp/
こどもから、お年寄りまで大勢の力作が展示されるほか、茶席・俳句・短歌・将棋会など芸術の秋にふれられる。

11月9日（土）・10日（日）　文化会館及び横芝B＆G海洋センター体育館 6



12/20
金

プレゼント7 プレゼント6

山武市文化会館プレイガイド一覧　［山武市文化会館 http://www.city.sammu.lg.jp/site/sammushibunkakaikan/］
●成東文化会館のぎくプラザ☎0475-82-5222　●さんぶの森文化ホール☎0475-80-9700
●東金文化会館☎0475-55-6211　●道の駅「オライはすぬま」☎0475-80-5020
●読売新聞YC成東☎0475-82-0606　●ルバーブ☎0475-53-2323
●丸越楽器サビア店☎0479-82-6326　●ウエーブワン☎0475-55-0289
●誠文堂書店☎043-444-0243
●大網白里アミリィショッピングセンター1階クリーニング店よしい☎0475-73-2178
休館日＝毎週月曜日（祝日の場合はその翌々日）、祝日の翌日

会場…成東文化会館のぎくプラザホール
入場料…（全席自由）前売　一般1,500円／高
校生以下500円
当日　一般2,000円／高校生以下500円
2dayパス　一般2,500円／高校生以下800円

両日とも15:00開演　14:30開場
会場…成東文化会館のぎくプラザ　エントランスホール
入場料…1,000円（全席自由）
チケット11月15日（金）発売予定

19:00開演　18:30開場

のぎくプラザPresents
音楽のおくりもの
クリスマスホリデー

サロンコンサートvol.143
竹之内淳子・新津耕平
クリスマスコンサート

11/30
土

会場…成東文化会館のぎくプラザホール
入場料…前売500円（当日700円）

第1回10：00 ～　第2回14：00 ～

映画
最後の忠臣蔵

誰もが知る〈忠臣蔵〉の、誰も知らない〈二
人の生き残り〉。
〈忠臣蔵〉それは、日本人の心に灯り続け、
語り継がれる日本の魂。
私たちが知っている〈忠臣蔵〉は、まだ物語
の途中だったー。
討ち入りから16年、死ぬことを許されな
かった男たちの物語。

会場…成東文化会館のぎくプラザホール
入場料…無料（全席自由）

開演時間未定

第11回
みんなのコンサート

日頃練習しているが発表の場がない。一度
ステージで演奏してみたい。
そんな皆さんの晴舞台です。応援よろしく
お願いします。
※出場（有料）をご希望の方は、千葉ミュー
ジックシーンまでお問合せください。
（;090-3691-8896土屋）

日頃のご愛顧に感謝し、2日間に渡り地元
ミュージシャンを中心としたクリスマスコ
ンサートを開催します。
皆様のご来館をお待ちしております。

11/15
金

プレゼント3

会場…成東文化会館のぎくプラザ
エントランスホール
入場料…1,000円（全席自由）
チケット好評発売中

19:00開演　18:30開場

サロンコンサートvol.142
山田貴子JazzLive

出演…山田貴子（ピアノ）プロフィール
バークリー音楽大学卒業、同大学ヴォイ
ス科にピアノ伴奏者として勤務。2001年
12月浅草ジャズコンテストバンド部門銀
賞。2006年に１stアルバム『Deep blue』、
2010年10月、２ndアルバム『My story』
全国発売。2013年4月20日には『WORLD 
ORDER in 武道館LIVE』にも参加し、CD、
DVDも販売される。2013年千葉市より千
葉市芸術文化奨励賞を受賞。自己のトリオ
を中心に、東京Brass Art Orchestraや多
数のグループにて活動中。

出演…竹之内　淳子（ソプラノ）
　　　（山武市出身）
　　　新津　耕平（テノール）
　　　山田　香（ピアノ）

入場
無料

12/21
土

22〜
日

11/17
日

プレゼント4

会場…成東文化会館のぎくプラザホール
入場料…全席指定　一般3,000円／高校生以下
1,500円／母子席親子ひざうえ券　2,000円
好評発売中

14:00開演　13:30開場

小曽根真
ジャズピアノコンサート

出演…小曽根　真(ピアノ)プロフィール
世界的ジャズピアニスト。
FM番組のパーソナリティーを務めるほか、
TV番組のサウンドトラックや映画、舞台音
楽を手がけるなど幅広く活躍。国立音楽大
学教授。http://makotoozone.com/

©Yow_Kobayashi_Yamaha

1/25
土

2014年

プレゼント5

第8回横芝光町産業まつり　0479－84－1215　横芝光町産業振興課　　http://www.town.yokoshibahikari.chiba.jp/
格安の農産物即売会や各種無料配布など盛りだくさんのイベント有！さわやかな秋の一日をお楽しみください。
11月17日（日）午前9時～午後2時　町役場駐車場及び町民会館7
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東金アリーナ教室事業案内

東金市図書館イベント 第23回　東金市産業祭

平成25年度 アリーナフットサルカップ

事業名 時間・曜日 平成25年度　日程 対象・募集人数 参加費
フレッシュバレーボール教室 　　17：00〜19：00（週末）

1・2年生は17：00〜18：30
年間を通して月2回～1回週末　
全22回　4月～開催中

小学生対象60名
（中学生も可）

年間　3,300円
1・2年生は2,200円

ダンベルエアロビクス教室   9：30〜10：30（水） 2期　 8月〜11月開催中
3期 12月〜  3月開催予定 12回 16歳以上20名 各期　3,500円

筋コンディショニング教室 10：40〜12：10（水） 2期　  8月〜11月開催中
3期  12月〜  3月開催予定 12回 16歳以上15名 各期　4,000円

初級エアロビクス教室 10：00〜11：00（土） 2期　 8月〜11月開催中
3期  12月〜  3月開催予定 12回 16歳以上20名 各期　3,500円中級エアロビクス教室 11：10〜12：10（土）

初めてのフラダンス教室   9：30〜10：50（木） 2期　10月〜  2月開催　16回 16歳以上25名 各期　8,000円
からだパフォーマンスアップ教室 11：30〜12：30（金） 2期 10月〜  2月開催　10回 16歳以上20名 各期　3,000円
健康ヨガ教室   9：30〜10：45（金） 2期 10月〜  2月開催　15回 16歳以上25名 各期　8,000円キレイになるヨガ教室 11：15〜12：30（火） 2期 10月〜  1月開催　15回
スポーツ吹矢教室
（木曜・土曜クラス開催）

13：00〜15：00（木） 2期  10月〜  2月開催　10回 16歳以上
各期20名

各期　3,000円
（吹き矢セット10,000円）  9：00〜11：00（土）

筋力バランス向上教室 11：15〜12：30（木） 2期  10月〜  2月開催　10回 病歴のない方45名 各期　3,000円
シニア卓球教室 12：30〜15：00（金） 2期　 8月〜11月開催中

3期  12月〜  3月開催　10回 50歳以上40名 各期　4,000円

イベント●＆タウン情報

申し込み・問合せ先▶東金アリーナ　☎0475-50-1715（東金市堀上1361-1）
ホームページ▶http://www.togane-bunspo.or.jp/arena/　Eメール▶arena@togane-bunspo.or.jp

問合せ先▶東金図書館　☎0475-50-1190　メール▶tosyokan@city.togane.lg.jp 問合せ先▶東金市産業祭実行委員会事務局　☎0475-50-1138

場　所▶東金アリーナ　メインアリーナ
対　象▶�高校生以上のチーム（高校生のみのチームは成人者を代表としてエント

リー必要）
参加費▶�各カップ戦　1チーム15,000円（参加費は当日徴収）※別途保険代1名×100円
募　集▶�各カップ戦　先着8チーム　先着順（集まり次第〆切）東金アリーナ事務

所窓口にてエントリー・申込受付
その他▶対戦表は当日配布します ※�詳しくは東金アリーナホームページをご覧ください

主催：東金アリーナフットサルカップ　  代表　加藤竜大
共催：（公財）東金文化・スポーツ振興財団　東金アリーナ

※�各教室では、運動のできる服装・室内用シューズ・汗拭き用タオル・水分補給用飲み物等をご持参ください。
※各教室定員になり次第〆切　※�各期、開催途中でも参加可能です。日程・参加費等はお問い合わせください。

▶オータムカップ	 平成25年10月9日（水） 
▶ウィンターカップ	 平成25年12月18日（水） 
▶オープンカップ	 平成26年2月19日（水）

《開催時間》
　　18：30〜21：00（閉会式含む）
　　18：40試合開始　　※1試合10分を1本とする

日　時▶11月17日（日）
時　間▶9：00〜14：00
場　所▶東金市役所駐車場
地元の生産者と消費者がふれあう農商工業の祭典『東金市産業祭』。
地元農家の皆さんが、丹精込めて育てた農産物の直売はもちろん、
商業製品の即売会も行われます。
つきたてのお餅やポン菓子、千葉のお米『ふさこがね』などの無料配
布のほか、楽しい催し物が盛りだくさん。地元東金の特産物をみん
なで堪能しましょう。
※プログラム等は事情により変更する場合がございますので、詳細
は11月1日広報とうがねをご覧になるか、上記までお問い合わせ下
さい。また、当日は中央公園外周道路と会場の市役所裏駐車場付近
は駐車禁止になりますので、自動車でご来場の方はご注意下さい。
※お買い物の際は、マイバッグをご利用ください。

第
１
回

第
2
回

図書館マスコット
「しおりちゃん」

図書館教養講座
城西国際大学日本研究センターにご協力をいただき、「房総を訪れた歌
人」をテーマに２回シリーズで開催します。
　　日　時▶平成25年11月30日（土）13：30～15：00
　　講　師▶杤尾有紀さん（城西国際大学　日本研究センター研究員）
　　内　容▶「万葉歌人　高橋虫麻呂が房総でみた夢」

　　日　時▶平成25年12月14日（土）13：30～15：00
　　講　師▶三木紀人さん（城西国際大学　国際人文学部客員教授）
　　内　容▶『「日本の東の果て」と鴨長明』

絵本の読み聞かせ講座
地域や小学校で読み聞かせの活動をしている方、またこれから始めたい
と思っている方、お気軽にご参加ください。
日　時▶10月24日（木）・11月7日（木）10：00〜12：00
講　師▶佐藤真理さん（たんぽぽ文庫代表）
場　所▶図書館２階会議室
定　員▶図書館教養講座　各50名（申込先着順）
　　　　絵本の読み聞かせ講座　各30名（申込先着順）
申込方法▶来館または電話・Eメールにて、事前にお申し
　　　　込みください。
主　催▶東金図書館

九十九里町産業まつり　☎0475-70-3171　九十九里町産業振興課　http://www.town.kujukuri.chiba.jp/
おもちの無料配布、地元特産品の即売会など九十九里の味覚をお楽しみ下さい。

　11月3日（日）午前9時～午後2時（予定）　町役場駐車場 8
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平成25年度　東金市文化展&文化芸能大会

イベント●＆タウン情報

問合せ先▶生涯学習課　☎0475-50-1187

生涯学習課講座のご案内
問合せ先▶生涯学習課　☎0475-50-1187　FAX0475-50-1294

メール▶syogai@city.togane.lg.jp
問合せ先▶生涯学習課　☎0475-50-1187　FAX0475-50-1294

メール▶syogai@city.togane.lg.jp

平成26年　東金市成人式

ふるさとの未来を担う皆さんの前途を祝して、東金市では祝賀式典を行
います。
日　時▶平成26年1月12日（日）
時　間▶受付　10：00〜10：50
	 式典・記念事業　11：00〜12：00
場　所▶東金文化会館
対象者▶�平成5年4月2日から平成6年4月1日までに生まれた方で東金市

に住民登録（※平成25年11月1日時点）のある方には11月中旬
に案内状を送付します。

そのほか参加を希望する方も自由に入場できます。ご家族の方も式典・記
念事業に参加いただけます。直接会場へお越しください。

親業訓練講座（入門）受講生募集
日　時▶11月19日（火）・21日（木）の2日間　　9：15～12：15
場　所▶市役所5階会議室
講　師▶齋藤　ひとみ（親業訓練インストラクター）
募集定員▶25名（申込み多数の場合は抽選）
費　用▶無料
締切り▶11月8日（金）
託児所▶託児所を設けます。申し込みの際に受付いたします。
申込方法▶電話または	FAX・Eメールで上記へお申し込みください。
　　　　（記入事項=『親業訓練講座申込』　住所、氏名、電話番号、託
　　　　児の有無）

城西国際大学パソコン講座（Cコース）受講生募集
日　時▶11月12日（火）・13日（水）・14日（木）・15日（金）の4日間　
　　　　18：20～20：20
場　所▶城西国際大学B棟206教室
対　象▶東金市在住・在勤（高校生以上）の方で、休まず参加できる方
費　用▶無料
締切り▶10月28日（月）
申込方法▶往復はがきに①Cコース②住所③氏名④年齢⑤電話番号を記入
　　　　のうえ、お申し込みください。

文化・芸術の秋です。今年も文化展・文化芸能大会を東金文化会館で開
催します。力作ぞろいの展示や、舞台での日ごろの練習の成果をご覧く
ださい。皆様のご来場をお待ちしています。

文化展
日　時▶11月1日（金）～11月4日（月）
時　間▶10：00〜16：30（最終日は15：00まで）
場　所▶東金文化会館　小ホール・展示室他

文化芸能大会
日　時▶11月3日（日・祝）
時　間▶10：00〜17：00頃
場　所▶東金文化会館　大ホール

市役所正面玄関 ⇔ 東金文化会館
9:00 ─
9:30 ─

10:30 11:00
11:30 12:00
14:00 14:30

─ 15:00
─ 16:30

11月3日（日・祝）のみ

※�状況により時間調整をする
ことがあります。

無料シャトルバス時刻表

白子町文化祭　☎0475-33-2144　白子町文化祭実行委員会（白子町生涯学習課内）　http://www.town.shirako.lg.jp/
町民による芸術祭、地域水産物及び加工品等の直販がある。10月28日（月）～ 11月3日（日）　白子町青少年センター
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日　時▶10月12日（土）、13日（日）
享保17年（西暦1732年）に、御社殿改築に伴い、当時の名主子安氏
の命により江戸で購入された神輿を氏子の屈強の若者により担いで
運ばれ、その若者達の子孫が現在でも禰宜（ネギ）として世襲されて
います。
神幸祭は、隔年毎に斎行されてきましたが、禰宜衆の担ぐ神輿も時
折修理されつつ、近年では昭和50年に修復されましたが、損傷著し
く氏子各位の御奉賛により今年の9月に修復竣工されました。
修復された新品同様の神輿を先頭に10町内の神輿・山車により田間
区内及び新宿区内を巡幸し、13日の午後9時田間神社前に於いて御
山の最大の山場が繰り広げられます。

Event & Tow
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親子で遊べる科学＆工作教室　東金こども科学館

千葉県立農業大学校学園祭
第34回　社稷祭

田間神社神幸祭

イベント●＆タウン情報

申し込み・問合せ先▶東金こども科学館　☎0475-55-6211　Fax0475-55-6216（東金市八坂台1丁目2107-3）
ホームページ▶http://www11.ocn.ne.jp/~tsc/

問合せ先▶農業大学校　☎0475-52-8565
問合せ先▶田間神社　☎0475-55-0951

ホームページ▶http://tokigane.net/tama/

日　時▶11月9日（土）、10日（日）
　　　　9：00～15：00
内　容▶【展示・発表の部】各専攻
教室による卒業論文中間発表の展
示
【販売の部】各専攻教室による農畜
産物の販売
【模擬店の部】各専攻教室、クラブ
による模擬店
【イベントの部】イモ掘り体験、動物ミニ広場（移動動物園）
会　場▶千葉県立農業大学校（〒283-0001東金市家之子1059）
千葉県立農業大学校では恒例の『社稷祭（収穫祭）』を行います。生徒が
丹精こめて作った新鮮野菜や果樹、花や鶏卵の販売、無料のイモ掘り
体験や動物ミニ広場での動物たちとのふれあいなど、多彩な催しを行
います。皆様のご来場を心よりお待ちしております。

（農業大学校社稷祭実行委員会）

交通アクセス
・�JR東金線東金駅下車,東金駅入
口、ちばフラワーバス「成東行」、
家之子下車徒歩10分

・�JR総武本線成東駅下車、ちばフ
ラワーバス「千葉駅行」、家之子
下車徒歩10分
※JR求名駅から徒歩で約30分

○12月14日（土）工作教室「ガラスキャンドルホルダーを作ろう！」　
……………………………… 500円 　  20名 　 第二会議室　　満席　   
講師は澤本玉伶先生。芹川硝子店の協力。厚板ガラスのブロックを紫外
線ランプで固まる接着剤で好きな形に積み上げて作るんだ。

●1月11日（土）科学実験教室「ドカンと一発、空気砲！」（夢化学実験隊）
…………………………………………
50円　 30名　 第二会議室
空気はいつもはほとんど意識しない
けど、その性質や動きを目に見える
ように工夫して体験するよ。きっと
みんな驚くよ。来てね。

●1月25日（土）科学実験工作教室
「お茶で燃料電池を作ろう！」  （夢化
学実験隊）
………………………………………
50円 　30組　第二会議室
燃料電池って、新エネルギーとし
て話題になるけど、それをお茶入
りのペットボトルで工作するん
だ。LEDが発光すれば電池の完成
だね。

時間が書いてないのは《13:30》からです。定員のあるものは事前申込で
先着順に受付けます。親（保護者）子で参加してね。家族参加も大歓迎で
す。東金こども科学館（☎0475-55-6211）に申し込んでね。
●印のイベントは《子どもゆめ基金（独立行政法人国立青少年教育振興機
構）助成活動》です。

●10月19日（土）科学実験工作教室「 人工イクラを作ろう！」（夢化学実験隊）
………………………………………………… 50円　 30名　第二会議室
イクラは鮭の卵だけど、本物そっくりの食用の人工イクラと同じ方法で
作るんだ。二つの液体の化学反応の不思議を体験してみよう。

●11月16日（土）科学実験教室「化学マジシャンになろう！」（夢化学実験隊）
…………………………………………………… 50円　30名　第二会議室
薬品の化学変化を手品のタネにして、急に色が変わったり、あれ？どう
して？化学大好き！

○12月7日（土）パソコン教室「年賀状を作ろう！」…………………………… 	
無料 　①9:30②13:30 　各10名　東金こども科学館
はがき裏面をデザインするよ。カラー印刷でとてもきれい。年賀はがき
（インクジェット用）は各自用意してね。

「おもちゃの病院」毎月第2、4日曜日無料
13:00 ～15:30

こわれたおもちゃを直します。入院治療の場合は直ったら連絡します。無
料ですが部品代がかかる場合は事前にお知らせします。★ボランティア
ドクター募集中！

○文

○文

○文

○文

ちばフラワーバス
「家之子」

東金青年の家

千葉県農業大学校

油井農場

城西国際大学

ＧＳ千葉
学芸高

東金商高
八鶴湖

国道126号バイパス

国道12
6号

「駅入口」東金高校

至大網

至成東

至山武

砂
押
県
道

東金駅
求名駅

至千葉

おんじゅく伊勢えび祭り　☎0470-68-2414　（社）御宿町観光協会　　http://www.onjuku-kankou.com/event/iseebi.html
10月6日（日）のビッグイベント日には、月の沙漠記念館前広場において、伊勢えびセット販売／伊勢えびのつかみ取り／伊勢えび汁無料配布／（数量限定）、

伊勢えび直売、青空市など開催。期間中は、土・日・祝日に直売有！～ 10月31日（木）まで。　 10



❶元禄七年（1694）の絵図（台方）。御殿・御殿前池（八鶴湖）・本漸寺・西福寺などが記
載されている。東金御殿の廃絶直後の絵図。

「東金市歴史と自然を
めぐる道」
文化財ガイドブック
文化財ガイドブックは、
市役所４階の教育委員
会生涯学習課にて無料
で配布しています。
タテ18cm×ヨコ13cm。
市ホームページでも閲
覧可能です。

散
歩道

連
載
　
さ
ん
ぽ
み
ち

　

文
・
青
木
幸
一

　
江
戸
幕
末
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
山
武
地
域

の
歴
史
を
語
る
う
え
で
、
必
ず
触
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
一
族
が
多
田
屋
の
能
勢
家
で
あ
ろ
う
。

そ
の
中
の
一
人
、
能
勢
剛
に
つ
い
て
は
前
号
の

「
と
き
め
き
」
で
若
干
の
歴
史
的
な
業
績
を
述

べ
た
が
、
当
然
そ
の
紹
介
は
半
端
な
も
の
で
あ

り
、
改
め
て
取
材
を
コ
ツ
コ
ツ
と
進
め
て
い
く

と
、
そ
の
半
生
に
は
驚
く
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
能
勢
剛
に
つ
い
て
調
べ
て
い
く
と
、
一

人
の
人
物
で
な
く
能
勢
家
の
“
壁
”
に
辿
り
つ

い
た
。
こ
の
一
族
は
東
金
の
歴
史
の
枠
に
お
さ

ま
ら
な
い
、
あ
る
小
説
「
華
麗
な
る
一
族
」
を

連
想
さ
せ
る
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
が
頭
の
中
を
駆
け
巡
っ
た
。

　
収
集
し
た
史
料
は
決
し
て
多
く
は
な
く
、
当

然
能
勢
家
の
歴
史
的
な
叙
述
に
は
大
胆
な
想
像

が
必
要
と
な
る
。だ
が
浅
学
の
私
ゆ
え
に
、能
勢

家
に
関
し
て
十
分
に
語
れ
る
は
ず
も
な
い
。
ご

批
判
を
覚
悟
に
筆
を
と
る
こ
と
に
し
た
。

　
多
田
屋
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
商
号
の
由

来
と
し
て
次
の
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

『
摂
津
の
国（
現
在
の
兵
庫
県
川
西
市
）多
田
郷

に
あ
る
多
田
神
社
…

清
和
源
氏
多
田
満
仲
（
能
勢
家
の
先
祖
）
を
ま

つ
る
よ
り
、
多
田
屋
と
い
う
屋
号
が
生
ま
れ
ま

し
た
。

　
大
阪
府
下
能
勢
町
に
あ
る
能
勢
妙
見
は
、
関

西
で
は
霊
け
ん
顕
か
と
の
評
判
か
ら
多
く
の
参

拝
者
が
訪
れ
ま
す
が
、
こ
の
能
勢
妙
見
の
多
田

神
社
と
縁
が
あ
り
ま
す
。』

　
こ
れ
が
真
実
か
は
別
と
し
て
、
こ
の
歴
史
的

記
載
に
つ
い
て
若
干
触
れ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

平
安
時
代
後
半
、

清
和
源
氏
に
お
け
る
多

田
源
氏
に
つ
い
て
は
、
そ
の
始
ま
り
を
摂
津
守

の
源
満
仲
（
多
田
満
仲
）
に
み
る
こ
と
が
で
き

【クリップボード　　】
清和源氏 ： 清和天皇から出た源
氏。第六皇子貞純親王の皇子経基

（つねもと）王の系統が代表的。
王の子源満仲（多田満仲912 ？～
997年）は摂津多田庄に土着し、頼
義・義家は関東に進出、子孫は各地
で活躍、頼朝は鎌倉幕府を開く。
佐竹・武田・平賀・新田・足利の諸氏
はこの系統。（三省堂大辞林より）

能
勢
家
の
生
い
立
ち

歴
史
を
彩
っ
た

多
田
屋 

能
勢
家 【
上
】

栗源のふるさといも祭　☎0478-75-2111　栗源のふるさといも祭運営委員会（香取市栗源支所地域班内）　
http://www.city.katori.lg.jp/03government/section/nousei/news/2012-0913-1138-2.html
日本一の焼いも広場でのベニコマチ無料配布。新鮮野菜即売、フリーマーケットなども開催。11月 17日（日）栗源運動広場ほか11



る
と
い
う
。
満
仲
の
嫡
男
で
あ
る
頼
光
も
続
い

て
摂
津
守
と
な
り
、
そ
の
系
統
の
な
か
で
能
勢

氏
が
う
ま
れ
、
摂
津
の
能
勢
地
方
を
領
し
た
そ

う
で
あ
る
。
な
お
、
多
田
神
社
は
清
和
源
氏
の

祖
神
と
し
て
崇
め
ら
れ
る
神
社
で
、
そ
の
創
建

は
10
世
紀
後
半
と
い
わ
れ
る
。

　
さ
て
、
摂
津
の
能
勢
氏
系
図
に
お
い
て
、
天

正
年
間
に
あ
ら
わ
れ
た
能
勢
頼
次
は
東
金
と

関
係
な
く
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
能
勢
家
は

天
正
十
年
（
1
5
8
2
）
の
「
本
能
寺
の
変
」

後
、
不
遇
の
と
き
を
過
ご
し
た
が
、
慶
長
五
年

（
1
6
0
0
）の
関
ヶ
原
の
戦
い
で
は
能
勢
頼
次

が
家
康
の
家
臣
と
し
て
奮
戦
、
そ
の
結
果
、
念

願
の
能
勢
村
の
旧
領
地
を
安
堵
さ
れ
た
と
い
う
。

そ
し
て
、
能
勢
氏
の
再
興
を
成
し
遂
げ
た
頼
次

は
感
謝
の
念
か
ら
法
華
経
に
帰
依
し
、
能
勢
地

方
一
帯
に
日
蓮
宗
＝
能
勢
法
華
（
守
護
神　
妙

見
大
菩
薩
）
を
形
成
し
て
い
っ
た
。
江
戸
時
代
、

能
勢
氏
は
数
家
に
分
か
れ
、
多
く
は
旗
本
と
し

て
存
続
。
幕
末
に
は
庶
家
を
含
め
十
四
家
に
な

っ
た
と
い
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
頼
次
の
三
女
に
、「
福
」
と
い

う
名
前
の
息
女
が
い
る
。
こ
の
息
女
は
、
の
ち

に
徳
川
三
代
将
軍
家
光
の
側
室 
宝
樹
院
・
お
楽

の
方
（
四
代
将
軍　
家
綱
の
母
）
の
乳
母
と
し

て
大
奥
を
取
り
仕
切
っ
た
近お

う
み
の
つ
ぼ
ね

江
局
で
あ
る
。
こ

の
近
江
局
は
家
康
、
秀
忠
、
家
光
が
関
係
し
た

「
東
金
御
殿
」
を
拝
領
、ま
た
近
江
局
還
暦
の
寛

文
三
年
（
1
6
6
3
）
の
時
に
東
金
の
日
吉
神

社
大
祭
が
創
め
ら
れ
、
将
軍
家
が
信
仰
す
る
隔

年
の
山
王
祭
（
本
祭
り
）
と
同
年
に
行
う
な
ど

強
い
関
連
性
が
窺
え
る
。
こ
の
東
金
の
日
吉
神

社
大
祭
に
つ
い
て
、
地
元
の
郷
土
史
家
で
あ
る

飯
高
和
夫
氏
は
「
俗
に
水
あ
ら
そ
い
の
祭
り
と

か
喧
嘩
祭
り
と
か
称
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
江
戸

時
代
は
将
軍
家
の
国
家
鎮
護
を
祈
る
威
厳
と
格

式
の
あ
る
祭
礼
で
あ
り
、
事
実
東
金
で
は
旗
本
、

奥
医
師
、鳥
見
頭
、大
名
の
板
倉
家
（
福
島
藩
）、

堀
上
、
川
場
、
押
堀
を
知
行
し
た
大
久
保
駿
河

守
が
関
与
し
た
。」
と
指
摘
す
る
。

　

東
金
を
の
ち
に
領
地
と
す
る
福
島
藩
祖

板
倉
重
昌
は
慶
長
十
九
年
一
月
、
家
康
来
訪
の

折
に
同
行
し
た
近
習
三
人
の
一
人
で
あ
り
、
そ

の
妹
は
川
村
善
治
郎
重
久
に
嫁
ぐ
。
ち
な
み
に

川
村
の
母
は
秀
忠
の
乳
母
・
大
姥
局
。
川
村
と

重
昌
の
妹
の
間
に
生
ま
れ
た
息
女（
姪
）は
、能

勢
頼
之
と
結
ば
れ
る
。
こ
の
頼
之
は
前
述
の
頼

次
の
三
男
で
、
そ
の
妹
が
近
江
局
で
あ
る
。
近

江
局
は
寛
文
十
年
（
1
6
7
0
）
一
月
に
六
七

歳
で
他
界
し
、
そ
し
て
翌
年
代
わ
っ
て
板
倉
重

昌
の
子
重
矩
が
東
金
御
殿
を
賜
り
、
御
殿
を
移

近
江
局

板
倉
家

川
村
家

能
勢
家

勝
重

善
右
衛
門
重
忠

頼
次

（
摂
津
）

○
（
後
の
大
姥
局
）

○

重
宗

善
次
郎
重
久

福
（
後
の
近
江
局
）

頼
之
（
三
男
）

息
女

重
昌

重
矩

妹

❷『山流祖会社中席書』
（文政十三年・1830）。
「野瀬春山」の記載～
八代雄か。❹『田畑高壹人別

帳 』（ 安 政 三 年・
1856）。「嘉左衛門
組」（九代尚貞）。

Ａ　略　系　図　

❸『酒井記板倉長門守覚
書』（弘化弐年・1845）。
「能勢嘉左衛門源尚貞」
（九代尚貞）

東金朝市　☎0475-53-1815（朝市組合長　熊木）
野菜、水産加工品、お惣菜、せんべい、朝取り玉子など販売。

毎週日曜日の7時～ 8時、東金市役所（裏）駐車場 12



【クリップボード　　】
板倉重昌 ： 大坂冬の陣（1614年）
に家康の命をうけ、一人大坂城へ
入城した。寛永十五年（1638）、天
草四郎蜂起の「島原の乱」で幕府方
総大将として出兵し、討ち死にし
た。

蔦 ： この紋は、江戸時代に庶民の
なかで、樹木などに絡み「繁殖繁栄」
する蔦の性質が好まれ、めで紋とし
て広まったという。

飯田林斎 ： 画家。文政四年（1821）
東金岩崎に生まれたという。名は
直忠、通称芳次郎。安川柳渓と親
友で、ともに高久靄

あい
厓
がい

の門人とな
る。後に「東金靄厓」といわれる。
大野伝兵衛が経営した茶園（東嘉
園）を柳渓と合作して描いた「東嘉
園図絵」は有名。（東金市史総集編五
より）

報徳教 ： 道徳と経済の調和を説い
た二宮尊徳の教え。彼が説いた困
窮を救い安全生活を営ませる方法
を報徳仕法といい、その実践のため
報徳社が組織された。報徳社は天
保十四年（1843）、小田原報徳社か
ら始まる。（世界宗教用語大事典よ
り）

ろ
ん
四
書
五
経
な
ど
の
書
物
や
筆
墨

な
ど
の
文
房
具
類
の
販
売
、ま
た
出
版

（
木
版
）
も
行
う
こ
と
に
な
り
、
多
角

的
な
書
店
経
営
へ
移
っ
た（
盛
松
館
書し
ょ

肆し

→
多
田
屋
書
肆
）。
な
お
、
四
女
の

久
米
は

画
家 

飯
田
林
斎
の
妻
で

あ
る
。

（
十
代
）�

能
勢
賢
貞
▼
天
保
六
年
（
1
8
3
5
）

～
明
治
二
九
年
（
1
8
9
6
）。
幼
名 

雄
輔
、
通
称 

嘉
左
衛
門
。
野
瀬
か
ら

能
勢
へ
改
め
、本
家
を
能
勢
、分
家
を

野
瀬
と
し
た
。
賢
貞
は
七
人
の
子
宝

に
恵
ま
れ
、 

こ
の
子
供
た
ち
が
多
田

屋
の
“
華
麗
な
る
”
発
展
を
成
し
遂

げ 

た
と
い
え
る
。
賢
貞
は
二
宮
尊
徳

の

報
徳
教
に
帰
依
し
、そ
の
精
神

を
家
訓
と
し
た
。
つ
ま
り
、
社
会・国

づ
く
り
に
は
人
づ
く
り
は
最
も
基
本

的
で
か
つ
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、子
ど

も
た
ち
が
社
会
に
有
用
な
材
と
な
る

よ
う
厳
し
く
教
え
を
説
い
た
よ
う
で

あ
る
。

以
下
に
ま
と
め
て
み
た
。

●
遠
祖
と
し
て
、
前
述
し
た
清
和
源
氏
の
源
満

　
仲
に
求
め
て
い
る
。

●
系
図
の
流
れ
の
中
で
、「
能
勢
」
と
「
野
瀬
」

　
の
姓
が
登
場
し
、
後
者
の
野
瀬
を
名
の
っ
た

　

野
瀬
外げ

記き

が
東
金
能
勢
家
の
祖
（
第
一
代
）

　
と
い
う
。

（
初
代
）�

野
瀬
外
記
▼
名
は
兼
尚
。東
金
の
酒
井

氏
に
仕
え
、慶
長
年
間
（
1
5
9
6 

︱

1
6
1
5
）
に
没
。

（
二
代
）�

野
瀬
兼
頼
▼
通
称 

六
兵
衛
。
二
代
目

も
酒
井
氏
に
仕
え
、の
ち
初
代
と
共
に

武
士
か
ら
民
間
人
へ
。岩
崎
に
居
住
か
。

（
三
代
）
野
瀬
道
意

（
四
代
）
野
瀬
頼
広

（
五
代
）�

野
瀬
儀の
り
喬た
か
▼
通
称 

利
左
衛
門
。
四
代

目
頼
広
の
娘
の
婿
養
子
と
な
る
。儀
喬

は
大
多
和
理
兵
衛
の
子
。
医
師
を
志

し
、江
戸
の
橘
家
門
人
と
な
る
。
隆
昌

築
す
る
（
Ａ
略
系
図
参
照
）。

　
こ
の
近
江
局
と
東
金
の
関
係
は
前
述
の
飯
高

氏
の
研
究
も
あ
り
、
新
し
い
歴
史
視
点
で
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。だ
が
、新

し
い
局
面
は
ま
た
別
の
課
題
や
不
明
を
増
幅
さ

せ
る
。
そ
れ
は
ま
た
“
面
白
い
”
研
究
と
い
え

な
く
も
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
多
く
の
課

題
が
噴
出
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
と
こ
ろ

で
、
多
田
屋
の
能
勢
家
の
関
連
と
な
る
と
、
そ

れ
を
示
し
う
る
史
料
は
今
の
と
こ
ろ
発
見
さ
れ

て
い
な
い
。
こ
れ
も
ま
た
史
料
の
発
見
及
び
新

た
な
局
面
に
期
待
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

つ
ぎ
に
、『
東
金
市
史
』
に
記
述
さ
れ
て
い

る
能
勢
家
（
多
田
屋
）
に
つ
い
て
ふ
れ
て
み
る
。

な
お
、
今
回
は
市
史
に
み
る
「
初
代
」
～
「
十

代
」
ま
で
の
歴
史
的
背
景
を
概
観
す
る
が
、
市

史
第
五
巻
（
総
集
編
）
の
人
物
編
に
記
さ
れ
て

い
る
能
勢
土
岐
太
郎
・
鉄
三
郎
の
説
明
の
中
で
、

能
勢
家
の
歴
史
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
を

と
改
名
。
野
瀬
家
が
医
家
へ
。

（
六
代
）�

野
瀬
隆
甫
▼
儀
喬
の
三
男
、医
業
を
継

ぐ
。

（
七
代
）�

野
瀬
之ゆ
き
禎さ
だ
▼
の
ち
、養
三
と
改
名
。五
二

歳
没
。

（
八
代
）�

野
瀬　
雄
▼
安
永
六
年
（
1
7
7
7
）

～
天
保
六
年
（
1
8
3
5
）。
号
は
東

園
、晋
斎
。
五
九
歳
没
。
医
学
、漢
籍
、

軍
書
、書
道
に
通
ず
る
。
ま
た
信
望
も

厚
く
、人
に
慕
わ
れ
る
性
格
で
、能
勢

家
の
中
興
の
人
と
し
て
尊
ば
れ
る
。の

ち
に
父
の
養
三
を
襲
名
。

（
九
代
）�

野
瀬
尚
貞
▼
天
明
四
年
（
1
7
8
4
）

～
明
治
二
年
（
1
8
6
9
）。
大
沼
田

村
の
吉
原
弥
一
右
衛
門
の
三
男
、
幼

名 

哲
造
。
文
化
十
一
年（
1
8
1
4
）

31
歳
の
と
き
に
入
婿
（
雄
の
娘
、
歴こ
ん

と
結
婚
）。
通
称 

嘉
左
衛
門
、号
は
桃

園
、華
林
。
医
業
を
廃
し
て
書
道
塾
を

開
く
。そ
の
関
係
か
ら
医
学
書
は
も
ち

『
東
金
市
史
』

｝不
明
多
い
。

農
業
に
従
事
か
。

※�

こ
の
八
代
か
ら
、
関
係

す
る
古
文
書
等
の
史
料

が
散
見
さ
れ
る
。

※�

清
和
源
氏
の
家
紋
は
基

本
的
に
笹
竜
胆
（
さ
さ

り
ん
ど
う
）、
東
金
能

勢
家
は

丸
に
蔦
（
つ

た
）。

第31回はにわ祭　☎0479-77-3918　芝山町まちづくり課産業振興係　http://www.town.shibayama.lg.jp/
産業祭・商工まつりと同時開催。11月10日（日）
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以
上
が
「
東
金
市
史
」
の
記
述
を
纏
め
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
中
で
と
く
に
、
多
田
屋
盛
行

の
礎
を
築
い
た
の
は
九
代
尚
貞
と
思
わ
れ
、
古

文
書
等
か
ら
そ
の
活
躍
が
う
か
が
え
る
。
と
こ

ろ
で
、
遺
さ
れ
た
書
簡
の
中
で
目
に
付
い
た
一

つ
に
、
高
宮
誠
斎
が
野
瀬
嘉
左
衛
門
（
賢
貞
）

に
宛
て
た
書
籍
返
却
の
手
紙
が
あ
る
。
こ
の
高

宮
誠
斎
に
つ
い
て
概
要
を
記
す
と
、
幕
末
に
押

堀
の
農
家
に
生
ま
れ
、
当
時
の
最
高
学
府
で
あ

っ
た
昌
平
校
（
聖
堂
）
で
学
び
、
領
主
大
久
保

駿
河
守
に
一
時
仕
え
、
そ
の
後
郷
里
で
塾
を
開

き
、
門
弟
一
千
五
百
名
を
教
育
し
た
人
物
。
し

か
し
な
が
ら
、

真
忠
組
騒
動
に
巻
き
込
ま

れ
、
悲
劇
的
な
最
期
を
遂
げ
た
（
1
8
6
4
年

没
）。こ
の
人
物
は
同
じ
押
堀
の
志
賀
家
と
も
関

係
が
深
く
、
そ
の
関
係
略
図
を
示
し
た
が
前
号

の
「
十
枝
雄
三
」
と
の
関
連
も
み
ら
れ
、
非
常

に
興
味
深
い
。（
Ｂ
略
系
図
）

　
歴
史
上
の
人
物
に
つ
い
て
、
遺
さ
れ
た
古
文

書
な
ど
が
存
在
す
る
と
そ
の
人
の
繋
が
り
――


人
、
家
、
地
域
――

を
お
っ
て
ゆ
く
こ
と
で
、

様
々
な
“
歴
史
”
が
描
か
れ
る
。
実
に
面
白
い
。

　
多
田
屋
の
能
勢
家
に
関
し
て
は
、
断
片
的
な

古
文
書
等
は
遺
っ
て
い
る
が
、
明
治
以
前
の
史

料
は
な
か
な
か
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

お
そ
ら
く
、
明
治
十
六
年
に
発
生
し
た
「
東
金

の
大
火
」
に
よ
り
史
料
の
多
く
は
焼
失
し
た
と

思
わ
れ
る
。
残
念
な
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
も

ま
た
“
歴
史
”
で
あ
ろ
う
。

　
次
回
は
、
東
金
の
近
世
史
に
お
い
て
、
大
き

な
足
跡
を
残
し
、
政
治
・
経
済
の
発
展
に
尽
力

し
た
十
一
代 

能
勢
土
岐
太
郎
以
降
の
能
勢
家

の
活
躍
を
述
べ
て
み
よ
う
と
思
う
。

【クリップボード　　】
真忠組 ： 幕末、攘夷と万民の困
窮を救うため、浪人、共鳴した農
民、町民、無宿者など約140人が
組織化され、小関新田の木村屋旅
館を拠点に「真忠組騒動」が文久三
年（1863）十一月～翌年一月に起き
た。首領の楠音次郎を中心に、豪
農、網主、商人に対し金銭等を“借
用”して武器類を揃え「攘夷」を訴え
たが、元治元年（1864）一月十七日
に福島藩、佐倉藩らの兵により一
日で壊滅となった。作田川河口に

「真忠組志士の碑」が建立されてい
る。

❺『量器売捌営業継続御届』（明治二五年・1892）。「能勢嘉左衛門」
（十代賢貞）。「農商務大臣 後藤象二郎殿」とある。後藤は元土佐藩士、
吉田東洋が開いた鶴田塾で板垣退助、岩崎弥太郎らと学び、また坂
本竜馬の「船中八策」をもとに大政奉還に貢献した。その後、政治
家として活躍。 
❻『校訂標註十八史略読本（７）』（明治十六年・1883）。発行者 
能勢嘉左衛門（十代賢貞）その住所が「上総国東金町岩崎町」とある。
明治六年（1873）から千葉県となっているが、まだ上総国を使用
していたようだ。

❼「能勢一族」（十代賢貞）。この面々が『多田屋　能勢家』を飛躍
的に発展させ、近世史を飾ることになる。

❻ ❺

❼

※
前
号
で
志
賀
吾
郷
は
現
東
金
市
長
の
祖

父
と
述
べ
た
が
、
曽
祖
父
の
間
違
い
。

高
宮
家

志
賀
家

文
右
衛
門
（
孝
助
）

七
郎
兵
衛

○○

誠
斎
（
幸
助
）

千
代

吾
郷
（
字
は
寛
徳
）

熊
蔵

邑
造
（
十
枝
雄
三
）

徳
蔵
（
造
）
※
鳥
居
家
へ
養
子
（
白
海
、
字
は
昭
明
）

半
蔵
（
後
、
志
賀
勘
兵
衛
）

（能勢剛先生伝記編纂委員会『大道無道』1985 年より）

B　略　系　図　

やさしい航空のはなし「客室乗務員のおはなし」　☎0479-78-0557　航空科学博物館　http://www.aeromuseum.or.jp/
客室乗務員の経験者から仕事の魅力や体験談など生の声を聞くことのできる講演会です。将来客室乗務員を目指す方におすすめです。

10月27日（日）午後1時～　館内1階多目的ホール 14



ひとりで悩まず相談しよう！青少年相談機関のご案内　家庭教育相談　☎0475-54-0
ナシナヤミ
783

東金市が委嘱したカウンセラーが月〜金曜日に相談に応じています。いじめや不登校、子育てなど教育問題について電話、来室相談。
東金市役所別棟２階。受付は午前９時〜午後４時です。

ニュースレター
城西国際大学から読者の方へ耳より情報をお届けします

九十九里浜の網主文化

齋
さ い

藤
と う

滄
そ う

洲
しゅう

と文人の交遊

第3回　アロマチャレンジカップ

明治の子どもたち
版画にみる遊びと教育

展覧会のお知らせ

▼11月4日［月・祝］開催！

▼10月1日［火］〜26日［土］ ▼11月12日［火］〜12月7日［土］
　＊大学祭特別開館11月3日［日］〜5日［火］

11/3 ～11/5の学園祭では押し花体験を予定しています。

いわし漁で繁栄した九十九里浜の網主
は、文人墨客と交流して豊かな地方文
化を育みました。本展では、網主の一
人、滄洲が収集した明治前期の作品を
紹介し、書画家との交遊をたどります。

環境社会学部では「環境の学び」として心身の健康や生活環境の改善に有用とされる「ア
ロマ（香り）」を通して、植物と人間の関わり、香りの作用などを学んでいます。
「アロマチャレンジカップ」で奥深い香りの世界にふれ、オリジナルな香りづくりにチャ
レンジしてみませんか？

明治時代、学校制度の導入、服装、髪型など、子どもの暮ら
しにも大きな変化がありました。愛らしい子ども絵を通して、
江戸から続く風俗や維新後の新しい文化を紹介します。

安田老山《喜雨亭図》絹本墨画、双幅より、
明治11年（1878）、個人蔵

楊洲周延《幼稚
苑わんわん》大判
錦絵、明治 38年
（1905）、当館蔵

●講演会　＊聴講無料、要予約
　10 月 12 日［土］　13:20 〜 14:50
　「網主・飯高家と江戸文人の交流」
　講師：齊藤功氏

開館時間：10：00〜16：00　　休館日：日曜・月曜日、祝日　　入館料：一般300円、高校生以下無料
城西国際大学 水田美術館　〒283-8555　千葉県東金市求名1番地　☎0475-53-2562　http://jiu.ac.jp/museum/

時間／12：30〜15：30（予定）
城西国際大学 東金キャンパス
【問い合わせ】城西国際大学　環境社会学部
☎0475-53-2150　e-mail：info-env@jiu.ac.jp

JIUコミュニティカレッジ
趣味・教養講座案内

問い合わせ
城西国際大学　生涯教育センター
〒283-8555　千葉県東金市求名1番地
☎0475-55-7685　FAX0475-53-2244
（※電話受付16：00〜16：00日曜・祭日除く）

趣味・教養・美術講座
講　座　名 講　師 定員 曜日 日　程 受講料

ゴルフ講座
※お好きな回のみのご参加も可能です。

㈳日本プロゴルフ協会　ティーチングプロ
木暮　俊介 20名 金 10/4〜12/6

15:00 ～17:00
　　18,000円
1回　2,000円

押し花講座 ふしぎな花クラブ　インストラクタ－
森川　友子 12名 火 10/8、22、11/12、25、12/10、24

10：00〜11：30 1回　1,000円

俳句講座
社団法人俳人協会俳句文学館運営委員
村井　隆
第8回方円賞受賞　小林　せつ子

若干名 木
10月～

毎月第3木曜日
13：00〜15：00

1回　1,000円

初秋の水彩風景画 たまあーと創作工房
主宰　こまちだ　たまお 15名 火 10/29　1回

10:00 ～16:00 3,500円

水彩色鉛筆 たまあーと創作工房
主宰　こまちだ　たまお 15名 月 11/25　1回

10:00 ～15:00
3,300円

(モチーフ代含む）

モチーフを立体的に描く たまあーと創作工房
主宰　こまちだ　たまお 15名 火 12/10　1回

10:00 ～15:00
4,300円

(モチーフ代含む）

３級FP技能士講座 ㈱東京ファイナンシャル
プランナ－ズ 若干名 火・金 1/19 ～1/21　15：00～18：30

説明会日程調整中。お問い合わせください
一般

40,000円
※他にも沢山の講座をご用意してありますのでお気軽にお問い合わせください。
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先
輩
の
事
務
官
が
言
っ
た
。

「
寿
命
だ
と
思
う
よ
。
そ
う
と
う
長
く

生
き
て
い
た
か
ら
」

　
そ
う
言
っ
て
水
槽
を
片
付
け
る
よ
う

啓
二
に
言
っ
た
。
啓
二
は
水
槽
が
な
く

な
る
の
は
寂
し
く
思
え
た
。

「
別
の
魚
を
飼
っ
て
い
い
で
す
か
。
僕

が
面
倒
を
見
ま
す
か
ら
」
「
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
の
。
こ
れ
を
飼
っ
て
い
た
館

長
も
も
と
は
自
分
の
ペ
ッ
ト
だ
っ
た
ん

だ
」

　
そ
れ
を
聞
い
て
啓
二
は
喜
ん
だ
。

さ
っ
そ
く
そ
の
日
退
庁
後
に
ペ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
プ
へ
行
き
、
ど
ん
な
魚
に
す
る

か
物
色
し
た
。

　
あ
れ
こ
れ
迷
っ
た
末
に
選
ん
だ
の
は

ピ
ラ
ニ
ア
だ
っ
た
。
い
つ
も
ク
レ
ー
ム

を
付
け
る
男
に
口
元
が
似
て
い
る
気
が

し
た
の
だ
。
「
威
張
っ
て
い
て
も
水
槽

か
ら
出
ら
れ
な
い
じ
ゃ
な
い
か
。
井
の

中
の
何
と
や
ら
だ
。
よ
し
、
俺
が
お
前

を
飼
っ
て
や
る
」

　
ほ
と
ん
ど
衝
動
的
に
ピ
ラ
ニ
ア
を
買

い
、
翌
日
水
を
新
し
く
し
た
水
槽
に
放

し
た
の
だ
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
啓
二
は
利
用

客
に
文
句
を
言
わ
れ
る
と
ピ
ラ
ニ
ア
を

睨
み
つ
け
、

「
ア
ホ
か
お
前
は
。
水
槽
の
外
じ
ゃ
生

き
ら
れ
な
い
く
せ
に
」

　
と
小
声
で
な
じ
っ
た
。
す
る
と
胸
の

中
が
す
っ
き
り
す
る
の
だ
っ
た
。

　
ピ
ラ
ニ
ア
を
飼
い
始
め
て
か
ら
三
月

ほ
ど
が
過
ぎ
た
あ
る
時
、
啓
二
は
ふ
と

だ
。

　
催
し
物
の
案
内
チ
ラ
シ
を
作
れ
ば
、

時
間
が
不
正
確
だ
の
部
屋
番
号
が
な
い

な
ど
と
い
っ
た
ク
レ
ー
ム
も
あ
る
。

　
そ
ん
な
中
に
特
別
ク
レ
ー
ム
を
言
う

初
老
の
男
が
い
た
。
手
続
き
の
必
要
な

文
書
を
勝
手
に
持
ち
出
し
、

「
こ
の
本
が
手
続
き
が
必
要
だ
と
ど
こ

に
も
書
い
な
い
」

　
と
詰
め
寄
っ
た
り
、
文
献
に
栞
を
入

れ
た
ま
ま
に
し
な
い
よ
う
注
意
す
れ
ば
、

「
栞
を
挟
ん
で
は
い
け
な
い
と
何
処
に

書
い
て
あ
る
ん
だ
。
書
い
て
な
い
か
ら

お
前
の
落
ち
度
だ
」

　
と
、
何
十
枚
も
の
栞
を
挟
ん
だ
ま
ま

で
帰
る
の
だ
。

　
こ
の
ク
レ
ー
マ
ー
を
職
員
は
ピ
ラ
ニ

ア
と
あ
だ
名
を
つ
け
た
。
啓
二
は
こ
の

ク
レ
ー
マ
ー
に
煩
わ
し
さ
を
感
じ
て
い

た
。
そ
こ
で
な
る
べ
く
ク
レ
ー
ム
を
無

く
す
た
め
、
出
来
る
だ
け
多
く
の
注
意

書
き
を
書
い
て
は
張
り
出
し
た
。
　
　

　
そ
ん
な
煩
わ
し
い
職
場
で
唯
一
啓
二

の
心
を
和
ま
せ
た
の
は
ロ
ビ
ー
に
置
か

れ
た
一
つ
の
水
槽
だ
っ
た
。
何
年
か
前

の
館
長
が
熱
帯
魚
好
き
で
、
古
く
か
ら

そ
こ
に
あ
る
。
水
槽
に
は
三
匹
の
エ
ン

ジ
ェ
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ
が
ゆ
っ
た
り
と
泳

い
で
い
た
。
啓
二
は
昼
休
み
や
時
間
が

空
い
た
時
な
ど
、
水
槽
を
な
が
め
て
は

心
を
紛
ら
せ
る
の
だ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
あ
る
日
ど
う
し
た
わ
け
か

こ
の
エ
ン
ジ
ェ
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ
が
三
匹

と
も
死
ん
で
し
ま
っ
た
の
だ
。
す
る
と

　
啓
二
が
県
の
職
員
に
な
り
、
五
年
目

に
配
属
さ
れ
た
の
は
さ
る
会
館
だ
っ
た
。

そ
こ
は
利
用
者
が
多
く
、
毎
日
の
よ
う

に
調
査
会
や
ら
会
議
や
ら
が
あ
る
。
そ

の
度
に
会
場
の
設
置
な
ど
で
忙
し
い
。

忙
し
い
の
は
良
い
の
だ
が
啓
二
の
心
を

最
も
か
き
乱
す
の
は
、
利
用
者
か
ら
の

ク
レ
ー
ム
だ
っ
た
。

　
そ
の
会
館
に
は
独
特
の
規
則
が
あ
り
、

例
え
ば
部
屋
の
椅
子
を
他
に
持
ち
込
ん

で
は
い
け
な
い
こ
と
や
、
湯
茶
室
を
使

用
す
る
際
は
事
務
室
に
申
し
出
る
こ
と

な
ど
で
あ
る
。
慣
れ
た
利
用
者
は
よ
い

の
だ
が
、
初
め
て
の
人
は
勝
手
に
椅
子

を
動
か
し
た
り
黙
っ
て
湯
茶
室
を
使
用

し
た
り
す
る
。
そ
の
度
に
規
則
で
す
か

ら
と
注
意
を
す
る
が
、

「
そ
ん
な
こ
と
何
処
に
も
書
い
て
な
い

だ
ろ
。
『
市
民
の
便
宜
を
優
先
し
ま

す
』
と
い
う
看
板
は
、
あ
れ
は
嘘
か
」

　
腹
立
た
し
そ
う
に
食
っ
て
か
か
る
の

気
づ
い
た
。
ピ
ラ
ニ
ア
は
人
肉
を
も
食

う
と
い
う
。
誰
か
が
い
た
ず
ら
を
し
て

怪
我
で
も
し
た
ら
、

「
注
意
書
き
が
無
い
か
ら
だ
」

　
と
攻
め
ら
れ
る
に
違
い
な
い
。
そ
こ

で
啓
二
は
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、

『
危
険
！
ピ
ラ
ニ
ア
の
水
そ
う
に
は
絶

対
に
手
を
入
れ
な
い
で
下
さ
い
』

　
そ
ん
な
張
り
紙
を
水
槽
に
取
り
付
け

た
。
こ
れ
で
怪
我
を
す
る
人
は
出
な
い

だ
ろ
う
と
思
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
そ
の
日
の
夕
暮
れ
時
で
あ

る
。
ロ
ビ
ー
の
方
か
ら
悲
鳴
が
聞
こ
え

て
き
た
の
だ
。
駆
け
つ
け
て
み
る
と
あ

の
初
老
ク
レ
ー
マ
ー
が
指
か
ら
血
を
流

し
て
い
た
の
だ
。

「
ど
う
し
ま
し
た.

ピ
ラ
ニ
ア
に
噛
ま

れ
た
ん
で
す
か
」

　
啓
二
は
聞
い
た
。

「
そ
う
だ
よ
。
こ
こ
は
張
り
紙
が
多
す

ぎ
る
。
だ
い
た
い
、
手
を
入
れ
る
な
と

書
け
ば
入
れ
た
く
な
る
の
が
人
情
だ

ろ
」

　
そ
う
言
っ
て
張
り
紙
を
指
さ
し
た
。

誰
が
呼
ん
だ
の
か
や
が
て
救
急
車
が
文

書
館
の
前
に
停
ま
っ
た
。
心
配
顔
の
啓

二
の
耳
元
で
先
輩
が
小
声
で
言
っ
た
。

「
な
ま
じ
張
り
紙
が
あ
っ
た
か
ら
手
を

入
れ
た
ん
だ
ろ
う
が
。
で
も
張
り
紙
が

あ
る
ん
だ
か
ら
こ
ち
ら
の
落
ち
度
じ
ゃ

な
い
さ
。
ピ
ラ
ニ
ア
に
は
ピ
ラ
ニ
ア
を

か
。
お
前
も
や
る
な
」
小
気
味
よ
さ
そ

う
に
先
輩
は
鼻
で
笑
い
、
啓
二
に
目
配

せ
を
し
た
。

ときめきリーフノベル

ピラニア
文・高安義郎　絵・芝　章一

リーフノベルとは…
原稿用紙４枚分、つまり 1600 字以内に納める超短編小
説で、新しいジャンルです。あなたも挑戦してみませんか。

ひとりで悩まず相談しよう！青少年相談機関のご案内　山武郡市教育相談センター☎0475-54-0367
http://www.sanbukouiki-chiba.jp/（山武郡市広域行政組合）

電話相談・面接相談受付（月〜土曜日、午前9時〜午後4時）、適応指導教室［ハートフルさんぶ］（月〜金曜日、午前9時〜午後3時）※秘密は厳守します。 16



　
日
本
人
は
農
耕
民
族
と
し
て
の
長
い
歴
史

が
あ
り
ま
す
。で
す
か
ら
、日
本
人
は
花
の
開

花
で
季
節
を
知
り
、
花
暦
を
め
く
る
よ
う
に

花
を
愛
で
て
き
ま
し
た
。
四
季
を
通
し
、
人

生
を
見
つ
め
、
自
然
の
移
り
変
わ
り
の
中
か

ら
豊
か
な
感
性
が
生
ま
れ
、
更
に
磨
き
を
か

け
詩
歌
や
絵
画
に
表
現
さ
れ
て
き
た
と
思
え

ま
す
。
今
回
ご
紹
介
す
る
作
品「
風
の
子
」は

東
洋
ラ
ン
の
一
つ
で
あ
る「
風
蘭
」を
題
材
に

し
て
作
者
の
思
い
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
作
者
の
坂
口
圭
子
さ
ん
は
一
九
三
三
年

（
昭
和
八
年
）千
葉
県
八
千
代
市
保
品
に
生
ま

れ
、
現
在
横
浜
市
に
住
ま
わ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
三
九
年
木
俣
修
主
宰
の
短
歌
雑
誌
「
形

成
」に
入
会
し
、
そ
の
後
「
波
涛
」の
創
刊
同

人
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
短
歌
以

外
に
も
随
筆
、
詩
の
表
現
に
も
参
加
し
詩
誌

「
玄
」同
人「
千
葉
県
詩
人
ク
ラ
ブ
」の
会
員
で

も
あ
り
ま
す
。
著
書
に
は「
女
の
椅
子
」を
は

じ
め
三
冊
の
歌
集
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
紹
介
し
た
こ
の
作
品
の
一
連
か
ら
は
、

夏
の
夕
方
自
宅
の
藤
枝
に
下
げ
た
「
風
ら

ん
」が
ひ
っ
そ
り
と
咲
い
て
い
る
の
を
発
見

し
、作
者
は
、驚
き
と
感
動
を
覚
え
ま
す
。
ち

な
み
に
、「
風
ら
ん
」は
、
常
緑
樹
の
樹
皮
や

岩
場
に
着
生
す
る
、
ら
ん
科
植
物
の
原
種
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
嘗
て
は
房
州
の
山
々

に
も
自
生
し
て
い
た
よ
う
で
す
が
乱
獲
さ
れ

今
は
絶
滅
危
惧
種
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

夏
の
夕
闇
が
迫
る
頃
、
風
ら
ん
は
白
い
可
憐

な
小
さ
い
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
風
蘭
は
西
洋

蘭
と
比
べ
神
秘
的
な
美
し
さ
と
香
り
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
自
然
界
の
精
霊
が
作
り
出
し

た
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
思
え
る
ほ
ど
、
見

る
者
を
幻
想
的
な
思
い
に
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
風
蘭
を
観
賞
用
と
し
て
育
て
る

愛
好
家
は
多
い
よ
う
で
す
。

　
一
例
と
し
て
江
戸
時
代
、
十
一
代
の
将
軍

徳
川
家
斎
は
、
大
の
風
蘭
好
き
で
あ
っ
た
ら

し
く
、
江
戸
城
の
庭
の
一
隅
に
、
風
蘭
棚
を

設
け
、
集
め
た
風
蘭
を
愛
で
た
そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
に
権
威
で
集
め
た
風
蘭
に
比
べ
作

者
の
愛
で
る
「
風
ら
ん
」は
一
鉢
ひ
っ
そ
り

と
咲
い
て
い
ま
す
。
二
連
で
は
、
作
者
は
今

は
亡
き
思
い
出
の
人
に
語
り
か
け
て
い
ま
す
。

「
池
さ
ん
あ
な
た
の
花
風
ら
ん
が
咲
き
ま
し

た
よ
」の
行
か
ら
は
池
さ
ん
へ
の
恋
情
を
感

じ
ま
す
。
池
さ
ん
は
、
作
者
に
と
っ
て
、
初

恋
の
人
で
で
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
白

い
花
の
芳
香
は
二
人
の
淡
い
思
い
を
包
ん
で

い
る
よ
う
に
も
思
え
ま
す
。
三
連
で
は
、
咲

い
て
い
る「
風
ら
ん
」の
様
子
を
描
写
し
な
が

ら「
風
ら
ん
」を
揺
ら
す
風
に
愛
し
い
人
の
気

配
を
感
じ
な
が
ら
、
作
者
は
ひ
そ
や
か
に
咲

く「
風
ら
ん
」に
思
い
出
を
溶
か
し
て
い
く
よ

う
で
す
。「
私
の
も
と
に
届
き
ま
す
/
し
ず
か

に
靜
か
に
届
き
ま
す
」の
行
か
ら
、池
さ
ん
と

共
有
し
た
時
間
が
、
自
ら
の
生
に
残
さ
れ
て

い
る
想
い
を
確
認
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
誰
も
が
人
生
に
お
い
て
悔
い
が
あ
っ
た
り

挫
折
が
あ
っ
た
り
し
ま
す
が
、
年
齢
を
重
ね

る
楽
し
さ
は
何
か
と
問
わ
れ
た
ら
、
そ
れ
は
、

た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
で
き
る
こ
と
だ
と
い

え
ま
し
ょ
う
。
そ
の
思
い
出
に
愛
お
し
さ
や
、

清
々
し
さ
が
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
こ
れ
か
ら

の
生
が
希
望
に
つ
な
が
る
も
の
だ
と
思
え
る

の
で
す
。

風
の
子

	

坂
囗
　
圭
子

七
月
二
十
一
日
の
夕
方

藤
の
枝
に
下
げ
て
あ
る

風
ら
ん
が
ひ
っ
そ
り
咲
い
て
い
た

昨
日
の
夕
方
は
な
か
っ
た
の
に

急
に
す
べ
て
の
つ
ぼ
み
を
咲
か
せ
て

私
を
お
ど
ろ
か
せ
て
く
れ
た
風
ら
ん

風
の
花
風
ら
ん

ひ
っ
そ
り
と
咲
く
花
　
清
ら
か
な
香
り
を

そ
っ
と
漂
わ
せ
な
が
ら
咲
い
て
い
る

池
さ
ん
あ
な
た
の
花
風
ら
ん
が
咲
き
ま
し
た
よ

あ
な
た
は
今
ど
の
辺
か
ら
こ
の

風
ら
ん
を
見
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か

あ
な
た
が
い
な
く
な
っ
て
風
ら
ん
は

恋
し
が
っ
て
い
る
様
に

絹
糸
の
よ
う
な
花
び
ら
が
ふ
る
え
て
い
ま
す

か
す
か
な
香
り
が
風
に
の
っ
て

私
の
も
と
に
届
き
ま
す

し
ず
か
に
靜
か
に
届
き
ま
す

風
の
子
風
ら
ん

池
さ
ん
　
風
ら
ん
が

今
宵
そ
っ
と
咲
い
て
い
ま
す

（
千
葉
県
詩
集
2
0
1
2
年
版
よ
り
）

ポエムの窓
文・高安ミツ子

A window of a poem

ひとりで悩まず相談しよう！青少年相談機関のご案内　ヤングテレホン☎0120-7
ナ ヤ ミ
83-4

ヨクナル
97

http://www.police.pref.chiba.jp/window/center_act/（千葉県警察少年センター）
非行や虐待についての相談に応じています。受付は月〜金曜日の午前9時〜午後5時です。17



お申し込み・お問い合わせ　千葉県立東金青年の家　☎0475-54-1301　http://tougane-youth.jp/
※各事業には参加費がかかります。予定変更の可能性もあるため詳細は上記まで！

10月27日（日）

11月30日（土）
12月 1日（日）

12月23日
（月・祝日）

11月3日（日）

12月7日（土）
12月8日（日）

2月15日（土）
2月16日（日）

11月24日（日）

12月21日（土）

2月22日（土）
2月23日（日）

各種のピザを中心に、簡単なイタリア家
庭料理の体験を行います。

子ども会等の社会教育団体の高校生から大学生、
社会教育を学ぶ学生を対象して、１泊２日の宿泊
により、交流、情報交換を中心とした研修を行う。

親子でクリスマスケーキづくりに挑戦し
よう。どんなケーキになるかはお楽しみ。

市内８地区対抗種目に加え、自由に参加できるオープン種目を実施します。
また、昼休みにはラッキーナンバー抽選会やアトラクションとしてウルトラ
クイズなど、楽しい催し物を企画しています。ご家族やお友達などお誘いあ
わせのうえ、是非ご参加ください。

お問い合わせ　〒283-8511 東金市東岩崎1-1　東金市教育委員会生涯学習課
☎ 0475-50-1189　FAX 0475-50-1294   E-mail : syogai@city.togane.lg.jp

● 開催日　平成25年10月13日（日） ※雨天の場合は14日（月・祝）に順延
●会　場　東金アリーナ陸上競技場
●開会式 8：30 　●オープン参加受付 ８：00 ～（先着順）

郷土の伝統である「太巻き寿司」を若い
人々に伝える寿司作り体験です。

冬の星座の観察から宇宙の神秘を考え、
地球の環境について学ぼう。望遠鏡での観
察の他、プラネタリウムでの勉強もあるよ。

冬の星座の観察から宇宙の神秘を考え、
地球の環境について学ぼう。望遠鏡での観
察の他、プラネタリウムでの勉強もあるよ。

青年の家周辺にある松之郷古墳群を歩
き、東金の歴史を探ろう。

親子でミニ門松を製作します。日本の伝
統文化を楽しもう。

鉄の輪（ラート）を使用して回転全身運動を体験す
る。体力づくりに有効であり、山武地方への普及も目
指したい。手賀の丘少年自然の家の協力を得て行う。

対象：�小学生と保護者25名
料金：１名　700円

対象：�高校生、大学生15名
料金：１名2,500円

対象：�小学生と保護者10組
料金：１組1,200円

対象：�小学生と保護者10組
料金：１組1,600円

対象：�小学4年～ 6年生20名
料金：１名1,500円

対象：小学4年～ 6年生20名
料金：１名1,500円

対象：�小学生〜大人20名
料金：１名　300円

対象：�小学生と保護者10組
料金：１組2,500円

対象：�小学5年生・6年生15名
料金：１名2,500円

平成25年度

県立東金青年の家 主催事業10月〜2月まで

第60回東金市民体育祭

石窯料理のつどい③
～イタリアマンマの味～

第2回東青ヤング交流会

クリスマスケーキ作り

太巻き寿司をつくろう①

冬の星空観察①

冬の星空観察②

東金の古墳群を歩こう

ミニ門松作り

ラートを楽しもう！

№
発走予定

時刻
種目

種目
区分

対象
地区対抗
レース数

オープン
レース数

オープン
参加

1 9：00 60m競走 個人 小学生（3年以下男） 2 8 先着64名

2 60m競走 個人 小学生（3年以下女） 2 8 先着64名

3 9：20 60m競走 個人 50歳以上　男 1 2 先着16名

4 9：30 100m競走 個人 小学生（4年以上男） 2 8 先着64名

5 100m競走 個人 小学生（4年以上女） 2 8 先着64名

6 100m競走 個人 中学生以上　男 1 3 先着24名

7 9：55 デカパンリレー 団体 一般　男女 1

8 10：05 パンくい競走 個人 地区対抗 小学生男女
オープン小学生以上男女 3 23 先着184名

9 10：30 大玉運びリレー 団体 小学生以上　男女 2

10 10：40
でこバットマシュ

マロ競走
個人 小学生以上　男女 2 5 先着40名

11 10：45 みんなでジャンプ 団体 小学4年生以上 男女 1

12 10：50
親子ハリケーン

レース
団体

中学生以上・小学生
以下各1名

8 先着80名

№
発走予定

時刻
種目

種目
区分

対象
地区対抗
レース数

オープン
レース数

オープン
参加

13 11：00
ちびっこマラソン

1500m
個人 小学生　男 1 先着15名

14 11：15
ちびっこマラソン

800m
個人 小学生　女 1 先着15名

15 11：25 風船とりレース 個人 就学前児童 1
就学前児
童全員

16 11：30 むかでリレー 団体 一般　男女 1

ラッキーナンバー抽選会（12：00〜 ナンバーは当日配布のプラグラムにあります）
ウルトラクイズ（12：30〜 自由参加）

17 13：00 宝さがしレース 個人
来賓

50歳以上　男女
4

先着
120名

18 13：10 ボール送り 団体 小学生以上　男女 4

19 13：25 綱引き 団体 一般　男女 7

20 14：05 玉入れ 団体 60歳以上　男女 2

21 14：20 合同リレー 団体 小・中・一般男女 1

ひとりで悩まず相談しよう！青少年相談機関のご案内　子ども家庭110番☎043-252-1152
http://www.pref.chiba.jp/dailylife/lifeinfo/soudan/soudan01.html（千葉県各種相談窓口＜こども＞）

千葉県の運営する相談機関です。平日は午前9時〜午後8時、休日は午前9時〜午後5時に受付しています。児童虐待相談は24時間・365日受け付けてます。 18



ポ
ー
ツ
が
ら
み
で
お
ま
け
で
す
。
子
ど

も
た
ち
に
大
人
気
の
「
へ
ん
し
ん
」シ

リ
ー
ズ
の
絵
本
か
ら
、『
へ
ん
し
ん
マ
ラ

ソ
ン
』と
『
へ
ん
し
ん
と
び
ば
こ
』を
ど

う
ぞ
。
マ
ラ
ソ
ン
で
先
頭
を
走
っ
て
い

た
か
ま
き
り
さ
ん
。
走
っ
て
い
る
う
ち

に
「
カ
マ
ッ　
カ
マ
ッ　
カ
マ
ッ
…
…

カ　
マ
ッ
カ　
マ
ッ
カ　
マ
ッ
カ
」と
、

い
つ
の
ま
に
か
真
っ
赤
に
な
っ
ち
ゃ
っ

た
！　
そ
う
、
こ
と
ば
あ
そ
び
の
本
な

ん
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
以
外
に
も
『
へ
ん

し
ん
コ
ン
サ
ー
ト
』や
『
へ
ん
し
ん
マ

ジ
ッ
ク
』な
ど
、た
く
さ
ん
出
て
い
ま
す

よ
。

　
実
際
に
身
体
を
動
か
し
て
い
い
汗
を

流
す
の
も
爽
快
で
す
が
、
そ
れ
に
疲
れ

た
ら
ち
ょ
っ
と
一
息
、
本
の
世
界
で
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
と
い
う
の
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

一
年
生
の
か
ず
や
く
ん
が
お
ね
え
ち
ゃ

ん
と
い
っ
し
ょ
に
つ
か
っ
て
い
る
つ
く

え
に
は
、
か
ざ
り
だ
な
が
あ
っ
て
、
お

ね
え
ち
ゃ
ん
と
お
か
あ
さ
ん
が
集
め
た

に
ん
ぎ
ょ
う
が
、
い
っ
ぱ
い
か
ざ
っ
て

あ
り
ま
す
。
そ
の
に
ん
ぎ
ょ
う
た
ち
は
、

夜
に
な
る
と
つ
く
え
の
う
え
で
「
が
っ

こ
う
ご
っ
こ
」を
始
め
る
の
で
し
た
。さ

て
、
あ
る
日
か
ず
や
く
ん
は
お
ね
え

ち
ゃ
ん
の
ゆ
る
し
を
得
て
、
か
っ
ぱ
の

に
ん
ぎ
ょ
う
を
一
つ
だ
け
、
か
ざ
り
だ

な
に
置
か
せ
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
し
て

そ
の
夜
の
こ
と
…
…
、
か
っ
ぱ
の
か
っ

ち
ゃ
ん
は
、は
ず
か
し
が
り
や
で
、な
か

な
か
み
ん
な
の
輪
の
な
か
に
入
っ
て
い

け
ま
せ
ん
。
で
も
、
う
ん
ど
う
か
い
の

日
、
ね
ん
ど
の
た
ぬ
き
さ
ん
の
後
押
し

で
、
か
っ
ち
ゃ
ん
は
勇
気
を
だ
し
て
が

ん
ば
り
、
か
け
っ
こ
で
二
と
う
を
と
っ

て
、
み
ん
な
の
な
か
ま
い
り
を
は
た
し

た
の
で
し
た
。

　

運
動
会
で
は
な
い
の
で
す
が
、
ス

う
ん
ど
う
か
い
の
れ
ん
し
ゅ
う
が
は
じ

ま
り
ま
し
た
。
い
つ
も
う
ら
や
ま
か
ら

こ
っ
そ
り
の
ぞ
い
て
い
る
こ
ぎ
つ
ね

キ
ッ
コ
は
、
そ
の
よ
う
す
に
手
も
足
も

む
ず
む
ず
し
て
く
る
の
で
し
た
。
そ
し

て
い
よ
い
よ
う
ん
ど
う
か
い
の
日
。
こ

ど
も
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
お
う
ち
の
人

た
ち
も
み
ん
な
、
や
ま
を
の
ぼ
っ
て
集

ま
っ
て
き
ま
し
た
。
キ
ッ
コ
も
、
ま
い

に
ち
見
て
い
て
お
ぼ
え
た
お
ゆ
う
ぎ
を
、

く
さ
か
げ
で
い
っ
し
ょ
に
や
っ
て
、
た

ま
い
れ
、
か
け
っ
こ
、
つ
な
ひ
き
で
は
、

と
び
だ
し
た
い
気
持
ち
を
ぐ
っ
と
こ
ら

え
な
が
ら
、
松
の
木
の
か
げ
か
ら
い
っ

し
ょ
う
け
ん
め
い
応
援
し
て
、
そ
し
て

さ
い
ご
の
仮
装
行
列
で
は
、
お
か
あ
さ

ん
ぎ
つ
ね
に
お
ん
ぶ
さ
れ
、
き
つ
ね
に

扮
装
し
た
ふ
り
を
し
て
み
ん
な
に
ま
ざ

り
、
い
っ
し
ょ
に
う
ん
ど
う
か
い
を
た

の
し
ん
だ
の
で
し
た
。

　
読
み
物
か
ら
は
『
つ
く
え
の
う
え
の

う
ん
ど
う
か
い
』は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　
え
？　
う
ど
ん
？　
ギ
ャ
グ
と
と
も

に
紅
白
に
分
か
れ
て
走
り
出
し
た
子
ど

も
た
ち
は
、と
び
ば
こ
を
と
ん
だ
り
、あ

み
を
く
ぐ
っ
た
り
…
…
、あ
れ
れ
、プ
ー

ル
に
も
と
び
こ
む
の
？　
そ
し
て
最
後

は
借
り
物
競
争
。
こ
こ
で
も
思
わ
ぬ
も

の
が
飛
び
出
し
て
、
大
笑
い
す
る
こ
と

う
け
あ
い
の
楽
し
い
絵
本
で
す
。

　
同
じ
絵
本
で
も
、な
つ
か
し
い
、ほ
っ

こ
り
し
た
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
る
の

が
『
こ
ぎ
つ
ね
キ
ッ
コ　
う
ん
ど
う
か

い
の
ま
き
』で
す
。

　

ち
い
さ
な
や
ま
の
よ
う
ち
え
ん
で
、

　

い
ま
ま
で
秋
に
は
「
食
欲
」や
「
読

書
」を
テ
ー
マ
に
本
を
紹
介
し
て
き
ま

し
た
が
、今
年
は
「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」で

い
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
秋
で
ス
ポ
ー
ツ
と
い
え
ば
、
ま
ず
頭

に
う
か
ぶ
の
は
運
動
会
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
最
初
に
紹
介
す
る

の
は
『
よ
ー
い
ど
ん
！
』。

　

き
ょ
う
は
待
ち
に
待
っ
た
運
動
会
。

い
よ
い
よ
、
か
け
っ
こ
が
始
ま
り
ま
す
。

　
　
い
ち
に
つ
い
て

　
　
よ
ー
い

　
　

Bookcases of children

『よーいどん！』
中川ひろたか作／村上康成絵　　童心社

『こぎつねきっこ  うんどうかいのまき』
松野正子文／梶山俊夫絵　　童心社

『へんしんマラソン』
あきやまただし　　金の星社

『つくえのうえのうんどうかい』
さとうさとる作／村上勉絵　　小峰書店

『へんしんとびばこ』
あきやまただし　　金の星社

桜ヶ池

レイクサイド歯科

スーパーカワグチ

↑ときがね湖方面

たんぽぽ文庫

丸山公園丸山公園

ここで紹介する本は、たんぽぽ文庫や東金図書
館で借りられます。たんぽぽ文庫にお越しの節は、
あらかじめ下記にご連絡ください。
☎ 0475-52-1983 佐藤　☎ 0475-54-1620 福島

た
ん
ぽ
ぽ
文
庫

佐藤真理46

ど
子

も
の

本

箱

ひとりで悩まず相談しよう！青少年相談機関のご案内　千葉県環境生活部県民生活課☎043-223-2330
他にも相談を受けている機関はいろいろありますが、どこへ相談や問合せをしたらよいかわからないときは千葉県環境生活部県民生活課まで
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From Inside

リーフノベル「サカエスギ」
　サカエスギを読んで、私は何でも時代のせい
にして見てみぬ振りをして、やり過ごしてはい
けないんじゃないかと改めて思いました。考え
は違っても、話し合う事・人の意見を聞く事が
大切。人の良心は、今も昔も変わっていないと
思うから…。　　　　　　　　（堀之内　石川）

子どもの本箱
　航空科学博物館で入手し、内容が盛りだくさ
んで良かったです。特に子どもの本箱が良かっ
たです。上の子が何冊か読みたがったので、さっ
そく借りてきました！　学校のお話で楽しめた
ようです。良い本の紹介、これからも期待して
います。　　　　　　　　　　（千葉市　川岸）

　子どもの本箱のコーナーが毎回楽しみです。
大人になっても絵本は手軽に読めるし、絵も素
敵なものが多いので心の栄養になります。
　　　　　　　　　　　　　　（東新宿　堂園）

散歩道『「一滴」の水に人生を懸けた男
十枝雄三』
　六月は田植えも終り水田には両総用水からの
水が入れられ、苗もスクスク伸びている様です。
私達が毎日普通に飲んでいる水も利根川から引
かれた両総用水のお陰なんですよね。昔は水争
いなども起こった様で、干ばつで水不足が起き
ない様に両総用水事業の先頭に立って尽力され
たのが十枝雄三さん達で戦争や自然災害などの
障害にもめげず大変なトンネルを掘るなどの作
業のお陰で両総用水が誕生したんですね。今、
私達が心配無く自由に水が使えているのは、事
業に携わって下さった方々のご苦労のお陰だと
感謝し、改めて水を大切に使いたいですね。　
　　　　　　　　　　　　　　　（広瀬　渡辺）

　私の地区の田園地帯の中に両総用水がありま
す。この両総用水に生涯をかけた十枝雄三さん
の功績を知って、水の大切さを認識させられま
した。その工事に携わった九州のご夫婦が我が

家で生活していたので、よけい特別な思いがあ
りました。この資料で郷土の発展のために貢献
した人を知ることができたのはよかったです。
　　　　　　　　　　　　　　　（山口　柿栖）

　私の子供の頃、農村は田植え前になると御蛇
ケ池から水を引いていましたが、各所に水門が
あり農家の人達は夜遠い水番をしていました。
それ程、水は農家には貴重でした。私の家は上
宿通りにあり、直ぐ前に水路があって、御蛇ケ
池の水門が開くと、鯉や鮒やウナギなどが流れ
て来たので皆夢中で捕ったものです。今では本
当に楽しかった思い出です。今年の梅雨入り頃
は、この辺は雨がほとんど降りませんでした
が、何処の田んぼも水が満々としていて水稲は
順調に生育しています。十枝雄三氏、坂本斉一
氏、両県議のご努力で利根川からの引水という、
30年掛けた大偉業「両総用水」が完成するま
での詳細を知る事ができ、たいへん感銘を受け
ました。私の妻（79 歳）は押堀・下谷集落で
生まれ育ちまして、実家は志賀家の直ぐ近所で
すから、今も志賀さん宅を「勘兵衛どん」、市
長さんのことを「なおはるちゃん」と言ってい
ますよ。幼い時に十枝雄三氏を見掛けたそうで
す。　　　　　　　　　　　　　（東金　松戸）

ちょっと気になる街角
　街の活性化に向け、皆さん頑張っているので
すね。旧道沿いの店が賑やかになり、若い方々
が楽しめる街になると良いですが…
　　　　　　　　　　　　　　（日吉台　山口）

　今回はお店の紹介ではなく、東商連さんが企
画された東金横丁が載っていましたね。見て廻
るだけでも楽しそうな雰囲気でやっさくんの力
も大きい様ですね。30年前に東金に越して来
た私にとって、富士屋さんの自慢焼きは時々
買っていたのを懐かしく思い出します。東金が
第二の故郷になりつつあるので恒例行事になれ
ば楽しみが増えますね。　　（日吉台　五十嵐）

感想
　毎号楽しみにしています。私事ですが、５月
中旬、母の日を兼ね 80才手前の母と二人で京
都、奈良に出かけました。子供の頃、住んでい
た奈良の田舎の年に一度のお祭りに合わせての
旅です。懐かしい人達に会い、また思い出の場
所を母と二人、お喋りしながら歩きました。次
の日は京都の葵祭りを見学しました。二日間で
約三万歩ほど歩く、母娘にとってちょっとハー
ドな旅でした。希望通りとはいかないまでも満
足の旅でした。元気な母と旅が出来たことが何
よりも嬉しかったです。さて、父の日はどうし
ようかとガイドブックを開いています。

（田間　大村）

　散歩道をいつも楽しく拝見させて頂いており
ます。私は今、九十九里町商工会主催の観光ボ
ランティア養成講座受講中です。先日は真忠組
と智恵子抄について、お話がありました。千葉
県は観光の町が数多く存在します。県民一人ひ
とりが観光大使の意識をもって地方から訪れる
方に県の歴史、文化について言葉によるおもて
なしが出きればよいなと思っております。

（九十九里町　桑折）

▼ときめき発行日と配布場所についての問合せが毎
回あります。発行は年３回（２月・６月・10 月の
各上旬）で、配布場所については本誌３頁に毎回掲
載しておりますのでご覧下さい。無くなれば、生涯
学習課へ。

　『修正』は「良くして行くため
の次へのステップ」であるとよ
く聞く。だがそのことが時とし
て、よい方向にゆかないこと
もある。『修正』という言葉のマ
ジックかもしれない。

　また、支障なく、満ち足りているという境涯あ
るいは理想が常によいとは限らない。愚痴と恨み言
を友とする私にとって、希望らしきことを語って
いるときが実は幸せかもしれない。いやしい身なれ
ど。

　７月の終わりに我が家に黒
ラブMixの子犬がきました。暴 
れん坊の食いしん坊で、散歩を
すれば庭の花をパクリ、ミニト
マトが大好きです。しかし、所
かまわず噛みまくるので、犬小

屋はボロボロ、油断していると人も…成長過程の
一時的なものなら良いのですが、あまりの痛さに
本気で怒ってしまうことも。
　最初は、男の子と聞いていたので、男の子用の
名前を用意していたのですが、実は女の子。急きょ
付けた名前は、「ユキ」。黒い犬なんですが…

　今年の夏は特に暑い夏でした
が、私の体調も良い日、悪い日
が繰り返し、つくづく体調管理
の大切さが見にしみた夏でし
た。
　仕事も少しずつは慣れてきた

かなと思えば、大ちょんぼ･･･まだまだ周りの皆
様に助けられているなと思う毎日です。

糸 久稗 田青 木

読者のひろばときめき

【読者の皆様へ】
　このコーナーでは、読者の皆様からの投稿を
お待ちしています。楽しい日常の出来事、イラス
トやスナップ写真、そして新企画のアイディアや
情報の提供など、編集部までどしどしお寄せく
ださい。
　また、本誌へのご意見ご要望などもお待ち
しています。（ときめき編集部）

次号（Vol.73）号は平成26年2月上旬発行予定です。区内回覧でもご覧いただけますが、
確実に入手されたい方は、市役所受付または生涯学習課（市役所4階）までお越しください。
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帯
状
の
長
方
形
の
一
方（
端
）を
1
8
0
度

ひ
ね
り
、
も
う
一
方
に
貼
り
合
せ
る
。そ
の

形
状（
曲
面
）を
メ
ビ
ウ
ス
の
輪（
帯
）と
い

う
。
数
学
的
に
は「
向
き
付
け
不
可
能
」（
表

と
裏
の
区
別
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
）の
特
徴
を
も
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

こ
の
発
見
は
19
世
紀
半
ば
、
ド
イ
ツ
の

数
学
者
ア
ウ
グ
ス
ト・フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト・

メ
ビ
ウ
ス
が
多
面
体
の
幾
何
学
を
研
究
中
、

そ
の
過
程
で
到
達
し
た
そ
う
だ
。そ
の
応
用

は
化
学
や
工
学
だ
け
で
は
な
く
、
よ
く
目
に

す
る
リ
サ
イ
ク
ル・マ
ー
ク
な
ど
循
環
、
再

生
を
想
像
さ
せ
る
デ
ザ
イ
ン（
芸
術
）や
比
喩

的
に“
無
限
”を
描
写
す
る
文
学
に
も
み
ら
れ

る
。

　
と
こ
ろ
で
、
メ
ビ
ウ
ス
の
輪
で
頭
に
浮
か

ぶ
の
は
、
ミ
ス
チ
ル
の「
風
と
星
と
メ
ビ
ウ

ス
の
輪
」。そ
の
歌
詞
の
一
節「
時と

流き

の
早
さ 

命
の
重
さ 

確
か
め
る
よ
う
に 

ほ
ら
一
歩
ず

つ 

疲
れ
た
ら 

青
空
に
心
を
泳
が
せ
て 

風
の

唄
で
も
聴
こ
う
か 

聴
こ
う
よ
」、
メ
ビ
ウ
ス

と
関
係
す
る
か
わ
か
ら
な
い
が
気
に
入
っ
て

い
る
フ
レ
ー
ズ
な

の
で
。

　

表
も
裏
も
な
い

“
純
真
”に
出
会
う

と
、
言
葉
を
失
う
。

（
青
木
）

メビウスの輪
（帯）

No.46

パワーアップを図るべく日々奮闘している『ときめき』では、皆さんからのお便りをお待ちしています。ご意見、ご感想、ご要望など何でも結構です。
皆さんのお便りこそが編集部のパワーの源。素敵なプレゼントを用意しております。それではまた次号でお会いしましょう。

　東金市教育委員会では、8月25日か
ら27日までの3日間、長野県安曇野市
においてキャンプ事業「あづみの探検
隊」を実施しました。
　この事業は、平成7年の旧堀金村（現
在は安曇野市）から始め、平成23年度に
一旦中断しましたが、東金市と安曇野
市が平成24年1月に災害時相互支援を
宣言したことがきっかけで、両市の交
流事業として次年度から再開しました。
とくに安曇野のボランティアの方々に、
そば打ちや農業体験などのご協力をい
ただいています。
　今回の参加者は、市内の小学3年生か
ら中学1年生までの28人。安曇野までは
バスで5時間ちょっと、午後から烏川渓
谷緑地で環境を学習。この烏川は、北ア
ルプスの常念岳や蝶ヶ岳に源を発した
川で、堀金地区を抜けた後、乳房川と
合流して穂高川となります。
　環境学習では、まず管理事務所の職
員の方から烏川付近に住む動植物など
の解説をうけ、そのなかのオオタカや

フクロウの剥製（事故で死んだもの）の
話に、子供たちは興味津々。その後、
両手に網と小さなバケツを持ち、川の
中に入って生き物を採取し、マイクロ
スコープで観察したのです。夏なのに
川の水はとても冷たく、その冷たさが
我慢できずに、直ぐに川岸に上がって
しまう子供もいます。この日の安曇野
は東金よりも涼しいものの、照りつけ
る暑い日差しのせいか、心地よい水遊
びとなりました。
　二日目の午前中は、東金市の子ども
大使として、安曇野市長を表敬訪問し
たあと、さんさん農場（ボランティア
の方があづみの探検隊のために耕作し
てくれている畑）で、地元のボランティ
アの方と、じゃがいもなどの収穫を行
いました。ちょっと遅い収穫時期でし
たが、子供たちが土を掘り返すと大き
なじゃがいもがゴロゴロ出てきて、み
んな楽しそうに用意した袋に詰めてい
ました。
　三日目は、安曇野市のそば同好会（会

長　一志和恵さん）に指導していただ
きながら、そば打ちの体験をしました。
安曇野産のそば粉を使った、二八そば

（そば8割に対し繋ぎの小麦粉2割りで
作るそば）です。味は最高。

そば打ちの光景と感想
　はじめに、そば粉に水を加えて丸い
球を作るのですが、徐々に水を入れて
きちんと混ぜないと、美味しいそば
にはならない。練り上げた丸い球に打
ち粉を振りながら、手との

●

し
●

棒で薄く
四角く延ばし、包丁で細く切れば出来
上がり。活字で書くと簡単ですが、子
供たちには難しかったかも。中には、
1cmほどもあるうどんのようなそば
もありましたが、とにかく自分達でつ
くったそばは、美味しく感じたようで
す。

　来年も「あづみの探検隊」は行う予定
です。ぜひ、貴重な体験を！

お楽しみはキャンプ
ファイヤー

みんなで力を合わせ、
ジャガイモ収穫 しっかりこねてね！ そば切りも難しいな

烏川の水は冷たいな〜 立派な看板ですそば同好会の皆さんとパシャ ‼

生涯学習課
行事報告 あづみの探検隊
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ときめきは再生紙を使用しています。

（東金市が、この広告における企業、製品、サービス内容等について推奨するものではありません）

賞品提供
東金文化会館、山武市成東文化会館のぎくプラザ、（株）角栄ホームズ

ご希望の賞品番号とあなたの氏名、住所、郵便番号、電話番号、本誌を入手された場所
と本誌への感想、差支えなければ年齢と職業も書いてハガキ、ＦＡＸ、Ｅメールでご応募く
ださい。締め切りは10月31日（木）消印有効。結果の発表は当選者への発送をもって代え
させていただきます。

〒283-8511 東金市東岩崎1-1　東金市生涯学習課
『ときめき vol.72』プレゼント係　TEL 0475-50-1187
FAX 0475-50-1294　E-mail syogai@city.togane.lg.jp

あ
て
先

応
募
方
法

新春東金寄席 三遊亭小遊三、
春風亭小朝、柳家紫文

第8回明治大学 マンドリン倶楽部
東金チャリティーコンサート 山田貴子　Jazz Live 小曽根真

ジャズピアノコンサート

映画
「最後の
 忠臣蔵」

東金文化会館から
チケットプレゼント

東金文化会館から
チケットプレゼント

山武市成東文化会館のぎくプラザから
チケットプレゼント

生涯学習課からプレゼント

山武市成東文化会館のぎくプラザから
チケットプレゼント
サロンコンサート Vol.142

山武市成東文化会館のぎくプラザから
チケットプレゼント1 2 3 4

5

9

6 87

平成26年1月17日（金）　18：30開演12月8日（日）　16：00開演 11月15日（土）　19：00開演 11月17日（日）　14：00開演

©Yow_Kobayashi_Yamaha

11月30日（土）
10：00
14：00開演

2名

3組6名3組6名 3組6名 3組6名

10組20名

竹之内淳子・新津耕平
クリスマスコンサート

やっさくんストラップ

ぞうすい鍋のぎくプラザ Presents
音楽のおくりもの
クリスマスホリデー

山武市成東文化会館のぎくプラザから
チケットプレゼント
サロンコンサート Vol.143

（株）角栄ホームズからプレゼント山武市成東文化会館のぎくプラザから
チケットプレゼント

12月20日（金）
19：00開演

今回はオレンジ、グリーンのぞうすい鍋を
用意しました。色の指定はできませんが、感
想文と共に奮って、ご応募ください。12月21日（土）・22日（日）

15：00開演 ※�生涯学習課へ取
りに来られる方

※�生涯学習課へ取
りに来られる方

3組6名 3組6名 10名

syogai
テキスト ボックス


※応募の受付は終了しています。



